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本年報は， 2018年度に実施した調究に関するものである。

2018年度に実施した調壺は，黒髪南地区京IIIT地区本荘北地区新南部地区大江北

地区にわたる37件 （発掘調壺3件， 立合34件）であった。その結果，およそ弥生時代から

古代 ・近世 ・近代にわたる姐梢 ・辿物を確認しており，熊本地域の歴史復元の貴重な賽科

となることが予想されるものも含まれている。

「熊本地裳」で大きな被害があった建物の町建工事にかかわる調壺は． 2018年度で概ね

終えたことになる。今後は発掘調在の最終作業「調裔報告書」の作成に努めていきたい。

今後とも埋蔵文化財調査センターの業務への御理解と御協力をおl,9Iiいする次第である。

2019年3月

国立大学法人熊本大学埋蔵文化財調壺センター

センター長 伊藤正彦
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1 叩1::は熊本大学構内において， 2018年4月］ IIから2019年3月ヤ

□まで行われた埋蔵文化ltれの乱り1tおよび熊本大学雌蔵文化財調査セ
ンターの活動内容に関する年次ti!告占である．

2. 構 l ｝•l i詞叫1在は ． I Ii；年 9虻に引き萩き．年次と，．＼’1.r暉を］とす調贔・

砂•で｝くすこととし ． ／1 ,I土辿物や，氾鈷類もこの番りで幣理 ・ 管理し

て1,,ヽる．

3 辿跡略サば 地区ごとに 1.J ー マ字 3 文字で以 I‘•I)）よう に表記 し

た． ．1.l．！梵町遺跡群黒嬰南地区 <KKS)．同北地l<：（kkN)，本庄逍
蹄本4t.It地 ,~ （医学部附属甜院1柑内）（HJH), !191中地区 (In医学

部構l'・J}しl[JM).fiil南地l-<:( l~i学部保f進学 fH作 l)、l l (KHJ)．大江

逍跡It料的：部構l勺 (HJP),J; ,•町台逍跡教行学部附祇小巾学校構内

(I< MS), tl i-'1/J 部逍跡群•新 l釦祁 J也 I:{ (SNB)．宇留 じ神社1月辺辿跨群

字柑It地I-<:(UHG)． 人す」逍灌；群渡/Jじ地区 (OED).

4 ' j社物への注品は．辿！料籾•+d'lft番号ー出上追l:II(f姐tt)の顛で

行った．

―. 4咄 ＇に掲載した逍物やその他の出上遺物および，tlftにかかわる記

鉗MIはすぺて熊本大学狸蔵文化IILJ.i］究センターにて保竹している．

6. 杞 l)'IJ)執喰は． Il 卒を ）、• J•I速． J’· • Il l野ケン1iい次郎 ・士阻i雄 l'i:.古

留広． I＇tII))作成は大坪 ．J:野 ・,1iftl．表1の作成は）ば坪 ・士野．他

を）く坪が行った．

7. ;.名りの再UIiは大坪が行っI..:，
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I第口本年度の調査概要 I 
平成28年4月に発生した益城IIITを如1恥！とする熊本地虞

では．熊本大学においても文化財や建物に甚大な被‘占を

受けた平成29年度から本格的な復典事業が開始され．

それに伴う埋蔵文化財の調究も実施した．本年は，ひき

つづき復躾事業に伴う埋蔵文化財の調介を実施するとと

もに本学の施設整備事業に伴う調査にも対応した．本

年以に実施した{li業は表 ．1のとおりで本年度に実施し

た』彬在は．発ik靡限が3件．立会が34件である．

成災で被店が大きかった建物の一つは．黒嬰1¥i地区の

1日」→凸学部1号館 （黒髭It.jC2)で同じ楊所で再建するこ

ととなった新築にあたり J~I！蔵文化財のii,1jftが必災な範

圃は．昨年度に調査を終えたが 0716• 1724調究地点），

範囲に不足が生じ．本年度に追）Jll調査を実施した (1815

調J也地点）．111：年度同様．古代の竪穴建物やピッ ト． 近

代(})r,',i.レンガ建物甚礎などを検出した．

ぶi町地区では．災害復Ili‘lt菜としてライフライン再生

止Ji-(1809 ・ 1810 ・ 1811,り,¥j1f.地点）と附属小学校のプー

ル再建工事をおこなった (l807調査地．,,'.(.）．ライフライ

ンIli生工事に伴う立会講l在では．1；；1;I|：．時代 ・古代 ・近

111:・近代の逍構や追物を確認した．熊本湘家老澤村家の

松敷跡として知られるliil敷地では．1994年に実施された

発掘瀾森でその一端が知られているがその後の閥究で

は近世の辿構を捉えたことはほとんどない，熊本県立師

範学校．熊本大学教脊学部附屈小学校として利IIlされて

きた経綽にもIJ-:1るであろう 今回．近111:・近代の辿構は

共f1遁物が乏し く． 今後；~ln）成果は十分に精査をしな く

てはならないが京町台の歴史復元のft料となるだろう．

プールのIli建こl夜l只では．古い時代の辿梢 ．逍物を検出す
るこ とはなかったが．範囲内で確認した地111の様中IIから

は．京町地区が微高地のn.i部に位骰することを追認する
とともに． 辿跡の分布 ・展開を把掘するうえで1i/1Jな梢

報を得ることができた．

本荘北地区では．大学甜院の再開発事業として1ii：年度

から実施している旧管剖湘 ．II]外来臨床研究棟の収り壊

し 工事に伴う発掘調査をおこな っ た (1708調査地．I•Ii ) ．

Ill外米臨床研究棟取り壊し工事では．Ili：年度に確認した

II II」lil]往迎と考えられる道路跡の続きを拙定ルート上で

検出できた． 4枚の硬化I(Iiとともに．側溝や波板；IX痕跡

も確認され．IIt：年の調介成果と合わせ．近冊の熊本城下

町の様柑を復元する際に役立つであろうと期待される，

表1熊本大学敷地埋蔵文化財包蔵地指定一跨（アミ部分は本年度謀l布した地区を示す）

地区名（学部名） 所在地 遺跡名称 遥跡の種類 追距の時代 偏 考

．!＇W，I，I＼嬰嬰東北地地枢区（教（法粁 ・ 文 ・教•K教センタ ー） 熊本IIi中央区煎貶2J•HI().J 縄文・弥Ili・
n学部附属特別丈援学校） 熊本市1ド央l糾J.＼炭5J"IA 17-l 黒嬰町逍跡群 集裕J1l: 奈良 ・ ，•ド安

2 !.I.¥捩南地区 (lー．・理） 熊木1|iII：央区限嬰2「l139-J !•I.＼嬰町逍跡群 集裕址 縄文 ・弥生・
奈良 .·P:•安

3 ぶ町地I><.（教fi学部附抵小・巾学校） 熊本,!i中央区点町木J.5-l2 }；（町台還跡 集柑Jtl: 弥生 ・近flt

4 城東地区 （教介＇芹音1鉗付属幼椎lil) 附t4<1|iII,')とI図1/£il(lll f 5.9 熊本城址 城館JII：・熊本城l見 虹．-世
辿辿構

5 教脊学部新l~i祁I:i楊 熊本rli東区新南ii[61ti認 所南部政跡 散Ai地 縄文 ・弥生

(i 沿iや岐閃災科学教ff研究七ンター -t}訊'iIli松島町）g：合ilt606I1irJ /,'ill塚 集格址
1995年度の内究

縄文 ・弥'I, によ りll塚でな
いことがi'1JIVl

水4t中地lx:（1tIt．版学研究所． エイ 熊本li'iI央区本;/[2J.fl21 
縄文・弥生 ・

7 木9_1：逍跡 散布地 ・集洛址 奈良 • 平安 ・ズ学研究七ンクー守） 1 
中世

8 心部呼t）北地区（灰学部附屈紺I浣．l医学 熊水市中央l双嘩 I「111-1
杓I遺t跡 ． 縄文 ・弥生 ・
（熊人1如浣敷 散布地 ・集硲址 ・礼瑣 ・奈良 ・
地雌跡） 磁J也 平安 ・近代

2熊l・4l勺Ii中央区）L品．＇1・,4丁目 心1湛i跡
縄文 ・弥生 ・， イ対荘南地1{(i沿他学科等） 散(ti地・集格Jll: 仮良・平安 ・周辺遺跡
I I l lせ

lO 大江地区（必学部等） 熊本lli)C江本町5.1 Ai1：逍跡群｀ 宜桁J-II: 奈良・平安 周辺逍跡
II 渡廊地区（諜外活動施設） 熊本111渡II炉ll•I l l-l 大江逍跡群 集裕址 奈良 •平安

12 字留毛地区（学生；切布令・戟i11ii令等） 熊本11i中央区！J．＼炭T「II :j冴’Iモ神社J,1il散布地 弥生 ・奈J’i.
辺辿跡群 91与父

1,3 渡鹿地区 （t屯ll1fi令） 熊イ叫jIh央lを1俎徳1「Ill6番 J.:.il・辿跡群 集落hl: 奈良 • 平安

lヽI 新）牡敷（戦i t1i•i令） 熊杓1jIII央厄絣射汲IJ'll9徘11号 祈h｛敷逍跡 集沿J1l: 奈良 ・ •‘I'-安

第I登 本年度の網査概要
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図 1 黒髭町追跡 • 本庄遺跡の位四と周辺迫跡の分布図 (1/25000) 
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表2 2018年度調査一此

顧査期日 詞査番号 地点名 即査の種類調査面積 時代 逍構・遥物

ISA.2 ・ 3 ・ 5 ・ 1 7 0 8 ( I~~ 引ij) 払幹 ． J"iが代籾I (1111・籾I！村澤取 発1111，湖ff.I 
10・20・27、5.24、 （細続） り壊し）工’l;． h}：会似埼

6.28 ・ 29 ・ 7.4 ・ 
9 • 1:-1 

18!1.5. 
19.3.l.2~l5 

1/¥,5.10 ・ 22 

18. s. 29 

18.6.5 ・ 7 ・ 8 ・ 

1 1 -．1 3 
18.6.7 ・ 8. 
6.2-5~7.2. 
19.l.l(）、 226

18.6.7 ・ 8 ・ 12 1 8 0 6 ( /;:.ii：北 ） i'..I 然 •J t:IKIり陸深 イノペーショ ,'f.会謀11f
ン七ンター祈砧その11.!.!T.1f

18.fi.27 

1801 （渡JIし） 北側追脆後退にl1'， う挫竪改t紅「． I'j．会，材牡
'Ji 

1 8 0 2 (）且町）教甘学部Ill)属小学佼行理棟新党 I'f．会，しし',)1t

1役械設備工·.'•l ト

l 8 0 3 ( ） ＿ヽ i ［北 ．）合fl: •Iti) 樹木移 lii ，ヽi．会瀾ft

18()ヽl (！），！嬰北他） ー／i位j，記念館他災内復旧 I:1t 、9,；会湛介

樹木移植

1 8 (） 5 (:l.I嬰南）！J具稔friC2妍i牙機械設i嵐I戸li iゞ．会，iむ't/ 
発j¥11潤1t

l 8 I 2 (I≪・前） 箔吼！！柚jii／ガス竹復1「IC'Jf ，1．会潤脊

18.7.9 ・ lO I J 8 0 7 （以lnr)教脊学祁附屈小学校プール災‘lt ;l.1乱',1牡

復lll l?li 

18.7.13・23・ 1808 （以町）教脊学部附屈小学1文仮設校舎取 ，、I：会，＆l1t
25 ・ 26 設1→.1i（取り壊し）

18.7.23 ・ 2fi、 l 8 0 9 t ）;,•町 ） ライフライン災古復 Ill （祐水森 ，i:会湖イt
8.J ・ 6 ・ 7 ・ 22 ・ 柑i'ぶlf,{令f)こr.1i, 
24、9.l8、

10.17 ・ HJ・ 22~ 
2(i、11.l~20 

18.7.2ふ 8.9・ l 8 I 0 （以町） ライフ ライン災・.ir-1u111（給水設 ，，f．会，！わ査

10・16・17・21 I酎岱敷股）1期」:'lt
~23 ・ 27~:11、
9.3 ・ f;~7 ・ 10-

14 ・ 1.8 ・ 19 ・ 25 
~27. IO.I ~24、

11.7 ・ 8 ・ 30 

18.7.23、8.6~9、 l 8 I I (J;[I町）ライフライ ン災‘,1ftulll（給水;: ＼［会，｝W1t
11.13 僧等敷は） 1I Jリll?li 

18.8.17、11.27 l 8 I ::1 (｝＜江北）イノペーシ ョン七ンター新営機 ＼［会，柑J在
1戊設備工'l(

18.8.27~:-JO I 8 I,1 (.＇l.＼炭1ii)C2樹木移村（ V．会沿11t

18．り．27~10.25、 ]S I 5 (.'．l・し嬰jti)よI}髪i}1C2祈‘H・その他l?li 発批凋イt
11.15~ 19.3.4 

1 8. l l.5 

18.1 l.(i、
19.!i.l0・ 13・ 
1,,. 

18.J 1.12 ・ 13、
l!l.12H 

18.11.27 

18.12.7 

I 8 I (, 6Gk¥'銀座tB熊大1応j・玲！；線造喋 l?li

1 8 1 7 （渡）It2）屈外ガス秤更新 l?lt

l 8 I 8 (.'!！嬰Wi）閃，髪ThC2新 •1:1•,ii気設 f紺工事

l 8 I 9 W.＼炭ItJ）研究実験棟接地 1:')i.

I 8 2 0 ( !~~甜 ） 倉／ポ設iit l?lt 

、［会潤1i:

11:．会沿介

7681.2II1 古代 ・近世 泊蹄・ 翌穴 姓物 ・溝 ・

近代 ピッ I・.+．師器 ・往i忠
岱 ．μ)磁!§ ・火打石 ・古

銭 ・鉄器

39.51 nf 靴文 ・近lit ll-!イi.迫跨 ．紬兵場碁

近代 礎 ・縄文土器 ・隊磁盛 ・

畑瓦

76.7011! 

3.3n! 古代． i1.i:世 」直11i2:；
近代

3'1.96nl 古代 ・近世 上師悩 ．碩恵膀 ・粒）磁

近代 器 ．jt．疎瓦

38.1711! i'［代・近世 竪火建物 ・ピ ット・溝．

近代 土nili盛 ・tIi恵樅

ll 15.G9n-/ 近代 建物）出礎 ・煉瓦

2, 2 0 I l i 

1360,OOn｛ 近代 煉1£構油物 ・位）磁器 ・欽

製品 ・:/JI社し

469.()()1rl 

187.33n! ルi;4:＿・古代 略穴建物 • -1：坑 • 石作 ・

近lit・近代 ビ・J I・.イて1りl追柄 ・弥生
」 •＿ 悩 ． l ： ［Iliiit．陶磁器・
畑J、L・ガラス製品 ・瓦

150.99ni 弥生 ・占it 竪穴紐物 ・ 1 •-ht . J里設土
近lit・近代 器 ・栄1i• 石桝 ・ 溝 ．

ビッ ト・弥生土器 ・鉄

器 ・1沌Iii悩 ・須恵器 ・凡iJ
磁僻 ．1£・ ii-I製品 ・ガラ
ス1屯，'rr',

676.11111 ，沐＇K・古代 略穴建物 ・i骨・ピット ・
近lit・近代 弥生 1：器 ・」：誦器 ．Fり磁

器 ・ガラス製品 ・瓦

359.0011! i!l ft 建物），雑礎

lNIOn/ i1「ft l:fl1~ W ・りii.9.!.，:＃F 

1(),l.l O 111 古代・近代 1潅凧器 ・，，ii忠器 ・煉瓦

12.00nl 

l77,55 n! 

1',:．会，~:j 在 7 5.4 0I If 

1Z会，月ft

.，f．会，i'l*.

15.6811( 

36.51 ni 

第I荘 本年度の誤査概要
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囮査期日 即査番号 地点名 訓査の種類調査面積 時代 遺構・追物

18.12.10 ・ 11 I 8 2 I (I反甜）竹屯I！棟町11裕外ガス行改修7:'li

18.12. 12・14・ I 8 2 2 （ 新南部）ゥj学部竹埋 1東祈‘i:i· その他 l: •I I

19・25、
19.1.16・23、25・

28、2.4 

I 9.J.L5 ・ 2.18 I 8 ~ :1 (!l.＼炭北他） ／iiふ記念館他災む復l「I1:T)~ 

19.1.28 I 8 l 1I （祈南部）必学部秤J'llHr訴i:t堪気設iiil..'Jr 

19.2.1 I 8 2 :i (）<iT．斤i） I→・ 作物災、If-復 I ll ]こ ’ j ~

19.2．6 1 8 2 (j (Krr．北）1 ．-1 然共 l |：•'彫喉菜 イノペーショ

ン七ンター 祈名祁じ気，没憔 , : •J i

19.2.8 I 8 2 7 （黒婆It ) 武）こ 1J;（グラ ンド復IEIエ _• I L

19.2.19 I 8 2 ~ (！．氾稔北） 1[翡記念館周辺樹木除恨深務

1 9, 2,20. 2 1 1828 （札iiii部）•紺・・f噌l坪汀l!1東新·i;t1幾械は（liii l: 

1 i 

19.227 1 8 3 2 (．'.［し髪It!)、＇!．＼梵ItiC.1'ぷ射外排水設甜改修
屯気工llt

19.:1.5 I 8 :J :i ｛本荘北）Ill臨9i濁l究 Nur丈り頃しに伴う
如収配13:itu、:l.. 1il 

19.3.111 I 8 :3 0 （！！．！炭・Iti)！!.＼髪1HC:,3屈外排水設iii改り後 1:
, J i 

19.3.1ヽI I 8 :1 I （！！．＼嬰北）閑培安全七ンター歴外排水1i:

補fEI’Jt

19.320 I 8 :1 ・1 (.'.IM稔9付）イ塙lii tiU仰1. A< lf4 ＼午撤去工 ‘l~

新南部地区では．薬学部管理棟羅梱その他工事に伴し

I9/：会調査を実施した (1822調壺j胆'i.）.4ゞ地区で本格的

に逍在を実施したのは． 2017年度に実施したII―lijll工舎 ・

農夫舎 ・畜舎等の解休撤去工事に伴う』,',隣に次ぐもので

ある追構 ・辿物の検IIIは多くないが． IiijIilの調介9成呆

と l) i••せて ． 本地区の地 Fの様相を把脱する良い機会と

たった

このほか近年． jI I !•蔵文化財調介センターが記録に努

めている近代の追構も．各湖壺地点で確認された．

大社：北地 I~．．における 1乃1 然共生型脱業イノベーションセ

ンター新営その他ーT.:li・地点 (1806・ 1813』,',J.1f.J也点）では．

:nx32mの工事範Ii廿lA)で．南北9.3m以,-..求逍16m以

Kに及ぷ赤諌瓦建物の人雑礎や．コンクリート）よ礎を確認

した．

以 Ill［地区のプール再建1て！l i•地、1；閉やよl悽紐i地区 II:I工学部

第I洒 本年度の圃査概要

＇［会，逍ft 20.1511-! 

，t. 会，し廿ft S297nl 占代 ・近世 溝・ビット ・＿l：師器 ・仕i
磁器 ・近代姉瓦 （持ち込
み品）

＇、i.会，』）ft 62. 2 6) 1 l 

；i.会，刈介 2. ！） ： ｝ I I{ 'り代 I ・. lhli悩

I9/：会，J1介 10.0211{ 

｀•(会，J1 介 5.47 n{ 近代 ガラス製品

1'1:．会，聞ft. 2• 1 9 1.38 1 11 

＼．i，会潤介 5 8. 5 (l1 l i 近代 煉Ji

＼t.会，li/ft 3 l.99 nf IIi it・近I!!: 溝・1浪Ili悩・陶磁岱

)［会，悶ft 12. 1Jn1 

I.f．会，＇り介 4.85 I ri 

V'．会沿l1t 0,74ni 

，ヽi.会，―刈査 009n{ 

•'i. 会 ,J~介． . I. 6(） I 1 { 

l i-)館再建地点．．＇．ll:嬰北地区の樹木除根作業地点 (1829

調在地点）等においても赤練瓦構造物や建物基礎を検

出した．これらも．熊本大学および熊本li．熊本県の歴

丈の一部である米）l,朕かはある程炭文献等で把握できる

が 掘 り起こして初めて知る こと もある．今後とも 少

しずつ近代の辿t/1/.辿物の評価にも取り組みたい．

今年度で．大きな被杏があった建物の再建に係る工事

がほぽ終了した．）；t．III]地区では．仮設佼令の解体 ・撒去

も進んだしかし．災害復旧に係る」;―’liばいま少し残

されており ．本II：地似では通常業務としての整備事業は

まだまだ維続される． また．発掘調イtのJぷ終作菜 「発掘

調究報告許」作成 ・「ll行作業がある．

今後とも． I関係各所の理解 ・協力のもと．本学の再Itl

発 ’l~業の円滑な椎進と JI l!• 蔵文化財の保設活動に努めたし．
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Il -1 黒髪北地区 （図2・ 3参照）

1. （黒疑北他）五高記念館他災害復旧工事樹木移

植に伴う立会調査 (1804)

く調査期間＞

2018年6月5・7・8・11~1:311

く調査面栢＞

34.96吋

く調査員＞

士野雄i’i.

く調査概要・結果＞

熊本地震により被内を受けた五翡記念飴の災也殺IIIT

事に森し， t事足楊等の設iけに支1咲となる樹木を仮移植
するための工事立会である．五高，記念館南開にある樹木

3本（イチョウ 2・モミジ 1)が対象である．移植先は

黒髪南地1メ．．南西，中央工場A西側の溝l村磁路がf1'Uりに1111

がる辺りである．IJfl始顛に移植先を①～③,移植元を①

～⑥ とした． ①～③ぱ 他の樹木や地l|！構造物を考慇し

て7.5m1hl1料で地表―l‘.0.8mまでを掘削 し．地上にはみII¥

る分はY此lて保護することとなった．

①は2.1X 2.0m・地表 F0.8m．②はJ.9X 1.5m ・ J也表7：：

0.8m.③は1.7xl.4m・地表下0.7mをそれぞれ掘削した．

いずれもJ)し代整地）F1にとどまり辿跡への影榔はなかった．

④ （イチョ ウ）は①の移植元である．幹を中心に対角

線5Illの正方形を設定し各辺に沿うよう約0.7m輻を

掘削した．調査区束側に地表下l.5mでヒューム行を確

認したため，地表下l.4mで根鉢を 作 ることにした．

ヒューム行掘方の外i)!!lでは地表―ド0.7~0.9mで近Ill：包含

l好．地表下0.9~!.2mで古代包含／汁を確詔した．少htの

上1'[ifi器 ・須恵器片が/1¥」こしている．辿li界は確認されな

かったため．根鉢を切り 出し抜根した．

⑤ （イチョウ）は②の移植元である．！袢を中心に対灼

線,J111の正方形を設定し，各辺に沿うよう約0.7m船を

掘削した地表下0.2mでJi.湖時代のt11i装而とみられる

王砂利｝1・1.地表下0.7mまで近代腋地／けを確認した． F 

位は近 Ill包含！呂である．地表下0.83111で板鉢を切り出し．

抜根した ． 陶磁器などが少•Iii： 出土したが逍樅は確認され

なかった．

⑥ （モ ミジ）は③の移梢元である．＇：i令を中心に対角線

4mの正方形を設定し．各辺に沿うよう約0.7ml幅を掘

削した地表下0.15mでJ液砂利附．地表下0.7mまで近代

整地1171を確認した．下位は近111:包含／習であ る 地表―F

0.81mで根鉢を切り出し．抜根した．I淘磁器などが少祉

II I七したが追構は確認されなかった．

写謀 1 移植先訓査区近景（南よ り）

写兵2 ②掘削完了状況（東より）

写真3 ④調査区近棗（南西より）

第II章訓査の記録



6
 

[
C
]
L
,
J
r
]
＿

l
l
 

且
斗

ー

一

，

1

月
但
肛
1
0
-

ー
・・

ー
．
—
[
一
―
-
『
-
＿

〗n
r
H

「
口
□
〗1
1
1
1
f
1
1
[

／h
i
t
[

]こl〗j i
B
O

( ＼

o

三
[
1
'

一
ー
『
ご
[
-
_
d
]

／
〗
〖\

(
H
刃r

①
〗l
-
/
'

爪
り

⑳
ー一

[
-
9

ー

！

□
]
／
ー
／
〗

[
〗
―
-
[

マ

紘

」

[
[

一

―2〗
ー
一
ロ
ロ
〗
口
叩

図

ー
，
I
I
I
≫

`
1
,

＂H
iい＇ー

1

,

g

i

,

r

l

t

,

 

,
r

oo 
＼
 

＇ 

r

≫

.

，
1
 

.. ，
 

•• 
I

り
—
’

9

9

 

．
 

＼ 
― _ ＿ 

Jt k 瞑

第II荘 ！周査の記録



r
{
 

図 3 黒艇北地区束半における調歪地点配置図(1/2000) 
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写真4 ④迫物包含府確認状況（南より）

2.（黒幾北） 武夫原グラウンド復旧工事に伴う立

会調査 (1827)

く調査期間＞

2018年2月8日

く調査面和＞

0.16m' 

く調査員＞

士野雄i't.

く調査概要・結果＞

!!．l，嬰It地区の連動楊である武夫））孔の東側に．粒iiiiされ

ていた仮設駐車場の復Illに伴う」こ事立会である． !$1:車場

人「l部分のネットフェンス支柱復11:1・駐車場／lijIJIIの防球

フェンス支柱撤去 ・!tl:．_1|i」)）iO)(rや(j舗装撤去からなるが

このうちネッ トフェンス支柱復II]および防球フェンス支

柱撤去に伴う工事について．埋蔵文化財へ彩押を伊える

可能性があることから立会を実施した． エ‘liの屑Oli,；に従

いネットフェ ンス支オt復Ill部分を① ・②．I坊球フェンス
撤去部分については．根枷の形状が2種類あることから

各群 l水ずつ確認することとし③ ・④ とした

①は．以前のコンクリート），騒礎が残骰してあり ．コア

抜きして再利用するため舗装をO.-tx0.4ml散去しただけ

で掘削を伴わなかった．

②は0.,1X 0.4m を地表 1‘•(）．46m 掘 iりll したが現代埋土

にとどま り追跡への影押はなかった

③ヽ刈）はいずれも瓜！幾によって1）1き抜いてi(tl去でき．掘

削を伴わないことを確認したため．残りの作業について

は慎，T（な」:.＂l悶を指示して 19/：会を終了した．

写真5 COO)調査区近景（南より）
淳マ

写真7 ④作業風袋（南より）

写真8 ④撒去完了状況 （北より）

第1I迂調査の記録
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3.（黒髭北）五高記念館周辺樹木除根業務に伴う

立会調査 (1829)

く調査期問＞

20195ド2月I911 

く調査面積＞

24.23面

く調査員＞

大坪志子

く調査概要・ 結果＞

撤去となった樹木の．除根作業である．切り株の状態

から掘削した．4本分を1|1』'iしていたが． II]化学実験楊

南西隅の地点 (IIlilil刈番号③） については取りやめとな

り．3箇所について立会を実施した．

①地点 (III轟'i番I-xiサ②）は．．1」:高記念館の1炉i東部の緑

地内である ． 2.G x2.~mの範圃を地表下0.Gm まで4~1II『ljし

た地表下0.ilmで辿構而と同様の士が検／I¥されたが．

既往の調ィ棒諜と ）照らすとかなり浅く．その1••位から黒

色：卜か検出された．，Jj課瓦片も含まれており．近 ・現代

において辿麟iまで一度削平されたものと考えられる．

樹根はこの深さで撤去できた．造構 ・逍物の検IL}はない．

写真9 ①地点掘削前状況（北より）

写真10 ①地点抜根作業状況（南東より）

写真11 ①地点抜根完了状況 （東より）

②地．1：！： （ 1 1-1 面'i l各1 番 り•G)） は．五i,}j記念館の南西部の緑

地内である 3.3x3.0mの範囲を．地表下0.6~1.0mまで

掘削し．南町／3iii}程度の範囲を1.3mまで掘削して．樹

根を動かし撤去したこの深さ までは．ガラス瓶やテグ

スなどが汎入しており．近 ・現代の土形である）氏部10

cmほどは追構面の1責．であるが締まりがなく ．）収なる I・.

が混入しており． •J此掘削したものと判断した追構・

辿物の検出はない

写真12②地点作業風最（西南西より）

写真13②地点抜根作業状況（南より）

第II豆坦査の記録
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写真14 ②地点抜根完了状況 （南より）

③地点 (I:11，祉i図番サ④） は．文学部 ・法学部棟の束ilUl.

Ill化学実験楊の西側の緑地・：i'iに位附する．2.5X2.4mの

範l廿1を地・:/:T0.85mまで1¥1¥j'jljした．ガラス瓶や銅線等が

混入しており．近・現代O)J11じl：である．辿構而と阿様の

上穣を一森l；北側で（1(1ii認したが赤諌瓦が押し込まれてる

以外は．辿構は検出されなかった．樹根の撤去は．これ

以 I・．の掘削をおこなわずに完 J’できた．辿構・逍物の検

出はなし‘・

写真15 ③地点作業風景（南より）

｀ 

写真16 ③地点抜根作業状況 （南より）

第II豆調査の記鉄

写真17 ③地点抜根完了状況（南より）

4.（黒艇北）環境安全センター屋外排水管補修に

伴う立会調査 (1831)

く調査期問＞

~019ィ， ：• 3) J 1 4 l」

く調査面栢＞

0.09111 

く調査員＞

I:野雄i't.

く調査概要 ・結果＞

閑培安全セ ンター束側の屋外排水↑うけ：補修J.―’liに伴うエ

’ltヽ．i．会である．
破損l’_1体は地上部分であるが作業空間を確保するた

め．4JI：水竹ドを0.3X 0.3m.地表ド0.2m掘i!illしたが現

代JJlI．．にとどまり｝！l！蔵文化財への彩押はなかった．

写真18 掘削完了状況（東より）
9-—, 4 ¥ 



Il -2  黒髭南地区 U以14参照）

1.（黒艇南）黒斐南C2新営機械設備工事に伴う

立会•発掘調査 (1805)

く調査期問＞

2018年6J J 7 ~ 8. 25~ 7月213. II J J 29「I.2019年

2月261::1

く調査面積＞

38.17ni' 

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

熊本地庭で被災し．再建予定の工学部 lり館の機械股

備＿丁事である．

I区とした工学部 l刃館東側の地点は． II和1i)文の調査

範皿 (1724濶究J恥．i)が1叶十分で急きょ 追加したもので

ある ． 172 .] 調和彫．1•I:0)紐きとなり ． 近 代の大溝や古代の

竪穴建物．ピットが検／IIされた． 辿物も．Ili代の上iili器

や須恵器である．

写真19 I区胴査区北半全景（南より）

写真20 I区調査区南部全景（西よ り

l l 

II区とした工学部1号餅irNm1]の地点は新築建物か：

L詔f・の人孔に新しく管を繋ぐこじ’li．である．

人・fLの固lJI1は．設骰IIてl'(f）掘）jと予測され．掘方の範l)II

の見極めに注力した． 結米は．今回の掘肖lj範岡はすべて

撹乱であった西墜が掘方際で，地表下約1.2mが辿構

iITiであることを確認した．辿物や辿構の検出はない

Ill区とした工学部 1号館北側 (1815調在地点[V区i’り

憐）の地点は．新築工事によりり）断した既存の配竹を．

祈築建物に 1り配管する上事である．逍構而を梢1f.した結

,!.I:．． ビッ トが2つ検出された．

写真22 田区配管検出状況（南より）

写真23 !Il区完掘状況（南より）

::：：”“3: 
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IV区とした工学部 1・り館北西側の地．点は．校令新営に

伴う新たな配箭を．既設の枡に繋ぐ1旦I~である． 幅0.9m .

地表下約0.85~1.0mで掘i'iI)した．束西狩路の西端は既設

管等が多数あったが．これらの上を辿すこととしたほ

か全範囲が現代のJ~I!+．内であった． j且物や追構の検出

はない．

写真24 IV区作業風棗（南より）

写真25 W区束西管路西端部掘削状況（西より）

写真26 IV区南北管路掘削状況（北より）

13 

写真27 N区東西管路掘削状況（束より）

2.（黒艇南）黒疑南C2樹木移植に伴う立会調査

(1814) 

く調査期間＞

2018qF8月27-301:1

く調査面積＞

124.1111 

く調査員＞

山野ケン1傷次郎．

く調査概要・結果＞

黒髪南C2棟の新設に伴う樹木移植に係るエ‘)~立会を

実施した．

C2棟の建設にあたり大朋服機の動線確保のために樹

木を一時的に移植する必要があった．マキ． ツバキ．ヒ

イラギ，サザンカ．ツッジなど①～⑱のうちii14の低木

や樹木について植樹を尖施したが． このうちマキ以外は

すべて現代埋土あるいは近世 ・近代の包含Ii1であるII行褐

色土のみの掘削であった． また． Iti側の⑥．⑦．⑨．⑪

の4本は搬入のI様害にならないということで掘削を実施

しなかった．

マキについてはいずれも抜根可能な深さまで根の周り

を円形あるいは方形に地表下0.9~1.3rnまで1加II削し．根

鉢を成形して取り上げたこのうち古代の包含ll'1まで検

出したのは⑧．⑫.⑮．⑯の4カ所のみであった．以下

に詳細を述べる．

⑧では樹木を中心に煎機によって3.ox3.0mの範11.llを

方形に掘削したところ．地表 f-'0.8~0.9mで黒褐色の古

代の追物包含Wiを検11,1した．根鉢を作るために逍物包含

層を20cm程人力によ り掘り Fげたところ古代の土師器が

数点出土した．

⑫では樹木を中心とし爪機により3.3x3.2mの範IIHを

掘削したところ．地表下0.75mで古代の追物包含II，1を検

出した北側は撹乱していたため．地表下0.9111までを

掘り下げ．古代の追物包含hサを避けながら根鉾を作成し

第1l迂調査の記録



l 4 

た．造物は出十．しなかった．

⑮では樹木を中心に,Ti:I餞によ って3.2X 2.7mの範囲を

掘削したところ．掘削範IJllI悧ii1,~付近に地表下40cm で近

Ilt ・ 近代の但含）I`•1 らしき II悴褐色-1：を検出 した また． 堅

1fiiで確認したところ地表 l‘•(）．8m で古代の辿物包含）杓ら

しき患褐色土が確認できた．本）i4からは数点の土器片が

出土した．一方北側は鉄筋コンクリート基礎が地表下1.3

mまで人り込んでおり．周IllIが樅乱をうけていたため．

掘削範囲を北側にしぽって根鉢を形成し抜き取った．

⑯は大型のマキで． 樹木を中心に爪機によって2.7X

3.lmの範囲を掘i'illした地表ド0.7mで古代の逍物包含

附と．その上而に幅70cm程の近代の溝が検出された．根

の周囲が樅乱していたことから．恨鉢を小さく整形し．

中心で地表 l‘•90cmのところで根をり 1 き上げた．古代の辿

物包含Iけの掘削により少械o) I •悩を取り 上げた

i［会乱恥1tの結呆．建物に近い北側にコンク リー ト山騒礎

が入るなど深く批乱を受けている楊所があるものの．束

西30m程の広い範圃で古代の追物他含）t1が地表 l‘-0.7~

0.9mで検,'I,1されており ．過去の品jft地点の調査結果を

蹂みるにその ドには追梢が残っているものと考えられる．

写真28 調査地遠景 （南東より）

写真29 ⑬ツッジ重機掘削作業風最 （南より）

第1I章調査の記録

写真30 ⑬ツッジ掘削状況（南西より）

写真31 ⑧マキ辺物包含暦検出状況（北より）

写真32 ⑫マキ重機掘削作業風景 （束より）

写兵33 ⑫マキ掘削状況（北より）

,: 

‘’’ 



写真34 ⑮マキ南側一部迫物包含屈検出 （北より）

写真35 ⑮マキ掘削状況（束より）

3 （黒装南）黒斐南C2新営その他工事に伴う発

掘調査 (1815)

く調査期間＞

2018年9月27「1~10月25l1. l l)j 16| l ~ 

2019年3月4IJ 

く調査面租＞

104. lOni 

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要 ・結果＞

昨年度熊本地媒で炭仔を受けた．［l砂昴iC2（上学部

1号館）の建て替えのために発掘，9,1lftを実施した (l724

調査地点）．この際．T．1噂坪tによ って，狐l介範lHIは必要
蔽小限に設定されていたがイく）Lが4:．じていることが判

明したため．追加範皿について発掘，．Ji峨を尖施した新

築建物の出入り口のスロープなどに該｀りする湘分で前

回の調壺範囲の北側に． 6つの小区両を追）Jllする形と

なった．亜から1m次 I~VI凶そのllIlを＼1区とした．

1区では既設の枡と排水竹および近代の赤煉瓦建物

の基礎の残滓と考えられる殊群による投乱があったそ

l 5 

れ以外では．172,1，謀隙1ふとJ,i)様にピッ トが多数検出され

た土Ilili器 ・須見喝がIIU・.した．

写真36 I区完掘状況 （南より）

lJ区の状況は． I Ix~ と 1l i]様で既i臣l：事による撹乱が

あり．破壊をクしれた範I!.llで辿構を検Illした．

写真37 II区完掘状況 （南より）

m区は．工事業者が無l祈で土棋改良をおこなったため
大半が煎機により破壊された．瀾．WI区の1肘ijlljでは，］724

調介地点で検出していた大iill!0)束半部が検/I'， された．土

師器 ・須恵器が出土した．

写真38 Ill区完掘状況 （束より）

第n迂即査の記録
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写真39 田区 M50大溝完掘状況 （北より）

W区では． 瑚を備えた古代の附杓＇（建物が検IL＇,された．

l724調壺地点では怜淵と一部がわずかに確認．されていた

がその読きである． ちょうど池）1tlメ．．に収まるかたちで．

主軸は北より少し束へ振れている． I湘IIi恭や姐忠器が多

数出土した．

写真40 IV区掘削状況 （東よ り）

写真41 IV区M62竪穴建物辿物出土状況（束より）

V[区は113ほどが既設の枡や排水竹によ って破壊され

ていたがビッ トや竪穴建物が検出された．竪穴建物は．

調査区外に伸びることと撹乱による破壊によって全容は

ィ湘明であるが．I+i．It)i向を1｛りいていることは確認．できる．

第II章調査の記録

硬化i面が複数枚確認できた．

また．調森区束側を追）JI!で掘削したところ．赤畑瓦建

物の基礎が検出された．

写真42 V区掘削状況（南より）

写真43 V区赤煉瓦建物基礎検出状況（南西より）

¥／1区は． IJ区と Ill区の間で1724瀾1J:地．,.'.(の北墜際に位

iftする．撹乱によりほとんど破壊されていた）くきな溝

状辿梢を確認した．

写真44 VI区完掘状況（東より）

このほか新築建物の求側で掲示板設frtのための掘削

をおこなった西窃りに共伺溝があったほか．全範間が

埋士l村で．埋蔵文化財への影秤はなかった．



写真45 掲示板部近暴（東より）

写真46 掲示板部全体掘削状況 （北西より）

写真47 掲示板部東側掘削状況 （東より）

写真48 掲示板部西側掘削状況（北よ り）
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4.（黒斐南）黒斐南C2新営電気設備工事に伴う

立会調査 (1818)

く調査期間＞

2018年11月12・ 13日．2019年1月29日． 2月7・8日

く調査面租＞

75.4面

＜謂査員＞

大絆志子

く調査概要 ・結果＞

熊本地震の裟災被害により建て替え • 新営となった黒

嬰南C2 （工学部1号館）の周辺5ヶ所で．外灯との碓

線接続などの龍気配線工事をおこなった．

①地点は．黒髪南C2の東側の緑地帯に外灯を1基設

骰する工事である．外灯基礎部分と．近くの共同溝へ配

線を繋ぐ部分の掘i'illについて立会をおこなった．

外灯基礎部分は1.35X 1.4111の範囲を地表下l.6111まで

掘削したが．底は一而コンクリ ートが検出された 上部

には瓦と赤辣瓦片が多批に廃梨されていた．配線部も現

代J』［土内で．辿構 ・逍物の検出はない．

写真49 ①地点作業風景（北西より）

ー輩声-り

写真50 ①地点外灯基礎部掘削状況（西より）

第11翠調査の記録
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写兵51 (j)地点配線部掘削状況（束より）

忽）地．点は，黒炭1HC2に1ii束閑から掲示板へ逍線を繋

ぐものである． L字状の配線ルートのうち，南北方Iiりは

llljt:|iij溝と範1)りが元令に．，r1:なってしまった配線はこの

中を辿すことになった．束1Jり）iI{,]は地表ード0.65m程1文ま

では近 ・現代のJ_II!，J:．以下は古代の辿物afrll"1である．

一部で．赤畑1£建物の枯礎を検出した．i¥I!削はこれ以 I・.

おこわないことを確認した

写其52 ②地点全最（西より）

氏ピ
ら～ヨGi
:• 

写真53②地点東西部古代辿物包含府検出状況（北より）

駅三郎翌丘云云芝Z

引` ＼芦
i＇を量『麟疇＂

か： !11r.iCのl)りjj[IJ, .Itよ')(/)地、1!.I,．である．3)地 ＇＇｛よ． 11 ！り2 ,．

Ill.'.I.＼嬰1tiC2跡地lJ、Jにあたるこの付近にIll建物の配線が

第I［江調査の記録

残っていれば．それから西側の外灯へ繋ぐということで

掘削したしかし．IIJ焦髪l¥IC2解体時にすべて撤去さ

れており．iじ線は検出されず．そのまま埋め戻した．

写真54 ③地点作業風漿（南西より）

写真55 ③地点掘削状況（南より）

①地点は． ！！．＇：嬰l~iC 2の北西隅に位骰する．工事のた

め一度切断した配線を新設の共In!溝に新たに繋ぐ工事で

ある．ここでは配線を検出することができた共同構：ヘ

の配線部は1724調杏地点の範囲内のため．埋蔵文化財ヘ

の影押はなく．慎重に施工するように指示して終了した．

逍構 ・辿物の検出はない．

写真56 ④地点作業黒景（北より）



写真57 ④地点掘削状況（南より）

⑤地．点は．焦晏南C2の世墜中央付近から．西へ約35

m. 1こ学部ft料館の南側緑地荀に位置する外灯へ配線を

繋ぐ＿J:•Ji.である． 0.5~0.7111の深さで掘削した．

大半の範l}Jlがlll馬嬰南C2の跡地でその他の範囲も

撹乱であった外灯から東へ3111の付近では地表下0.3

~OAmで迅構而と同様の上が検出したが既往の調究

粘呆より浅いため．一度起こされた士と判断したこれ

よりjiil!llLImの範囲では．山砂の下に追物包含層の可能

性がある綺脱な児色上が検出された．

これ以上の掘i'iIlはなく ．すべて.l!It土内であった．

写真58 ⑤地点東西束半部束半作業風景（東より）

写真59 ⑤地点束西束半部束半掘削状況（東より）

""¥'”.., ｀r―`~--~ ．う、・マ 7ヽ ・ヽ
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写真60 ⑤地点東西束半部西半掘削状況（束より）

”嘉

写真61 ⑤地点東西中央部掘削状況 （東より）

写真62 ⑤地点東西西半部掘削状況（西より）

写真63 ⑤地点外灯基礎部掘削状況（北より）

第Il章詞査の記録
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5.（黒艇南）研究実験棟接地工事に伴う立会調査

(1819) 

く調査期間＞

201 84F l ]月27LI 

く調査面梢＞

15.68面

く調査員＞

士野雄貨．

く調査概要 ・結果＞

研究実験棟の接」也極埋設に伴う工事立会である． 掘削

の深いパワーメッシュおよび接地捧打込み），，定地．しせにつ

いて立会を実施した．

①は0.7X4,Qmを札ll削したところ，地表下0,2mでコン

クリー トを確認したため，抵抗値が出なかった際の1叶ili

掘削予定箇所の中央付近を② として0.7X],4111掘削した，

しかし．地表 l‘.0,3mでl"l様にコンクリート を確認し，

予備掘削箇所にも/1がることが想定されたため．U）内を
部分(Iりに研って．接地枠を打込むことになった． ① aは

0.4x0.3m. 2 m.ltに(j)bを0.4x0.3m. それぞれコンク

リー トを（斤った．コンクリートの彫さは0.3mで．撤去

後に地表下0.75mまでih11'illし．接地枠を打ち込んだい

写真64 詢査区近漿（南より）

写真65 ③掘削完了状況（南より）

どゞ1彎ヽ．、、9し、、<
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ずれも現代埋：I：にととまり此跡は確認されなかった ③

は0.7X1.5mを地表下0.75m掘削した現代狸十．内にお

さまり辿跡は確認されなかった．掘削が下位に及ばない

ことを確認したため．残りの作業についてはt具：m：な＿じlt
を指示して立会を終 J’した．

6. 熊本大学（黒俊北他）五高記念館他災害復旧

工事に伴う立会調査 (1823)

く調査期問＞

2019年1月151:1. 2 J l 18日 （維続中）

く調査面積＞

6.74州

く調査員＞

士野雄伐．

く調査概要・結果＞

国指定巫要文化財であるji.翡記念館他の災寄復lll」?ji.

のうち．南地似の I．．学部研究骰料館 （以下「汽料館」）

の災害復1「I-T．事に伴うJ_?lい［会である． ft料館西側の2

奎（小ft科室およぴミーティングルーム）内側へ昭和53

年 (1978)に施上したhli強を撒去して新たに施J'，し直す

こととなり．辿跡に影郭を与える恐れから立会を実施し

た．

①は．鉄廿如i'll川枯礎の設l荘状況を確認するため．掘

)j内の一部について設，汁），闘礎（大狩料室床i川）・f0.55m

までを掘削する工事である． ① aは． ミーティングルー

ム北四隅を南へl．ヽImiklii'illした．歴外からの空批l冷媒線

など既設構造物の彩抑によりやや明瞭でなかったが設

計基礎上0.02mで鉄骨架構）廿｝，騒礎コンクリート天楊 設

Ii1基礎上0.01～設計）＆礎下0.05mで小口梢みの赤煉瓦を

確認した．賓科館本体の赤煉瓦と同寸であり．改修の際

に生じたものを），騒礎コンクリ ートの型枠として転）IJした

とみられる．設，汁基礎 i"0.34mで型枠転用赤畑瓦を外し

終わり．設計碁礎下0.52mで基礎コンクリート底部を確

認した近代埋」；l村におさまる．

階段下の① bは． ミーティングルーム南東隅． 2階へ

上がる階段の基礎部分1.6X 1.5mである．設計基礎 L0.02

mで基礎コンクリート天場設計基礎上0.03m~liilレペ

ルにかけて小n梢み状の）利枠転用赤煉瓦を確認したが．
内側も現代埋十．であり掘方は明瞭でない．西側の1.5X 

0.7mについて設ii1非礎下0.43111で型枠転用赤畑瓦を外

し終わり．設計晶礎T0.55mで基礎コンクリートの底部

を確認した近代JJI!」：内におさまる．

① cは．小1ft床I・糸の1トil虹隅を堅に沿ってそれぞれ：Itに

I.Om.束にl.Omを掘削 した．設計基礎」こ..0.02mで），し礎

コンクリート天拗． I\~枠転）Tl赤疎瓦とみられる赤煉瓦）ヤ



?>

を設iii基礎上O.Q7mでそれぞれ確認したが赤煉瓦片上

而にコンクリ ー 1、製柱非礎が敷設されておりそれ以上の

掘削ができなかった．

①dは．小狩料坐北東隅． トイレの設iitされていた箇

所に接する1．ヽIx0.8mを掘削した．設計J出礎下O.Olmで

基礎コンクリ ー ト天楊．設計基礎下0.09~0.16mで長手

梢みの赤対直を確認した．

②は， ？t料館｝3i外の空調室外機配管更新に伴う掘削で
ある． ft料館西側に設附された室外機までの4.4xQ.2~ 

0.25mを掘削し．j也表下0.3mで配管を確，認した地衣下

0.4mまで掘削 したが既設構造物の」削方と重なり現代

埋土内におさ まった．逍構 ・逍物は確，認されていない．

写真66 ①b作業風景（西より）

写真67 ① b基礎天場 ・型枠赤煉瓦検出状況（西より）

写真68 ②作業風最（北東より）

写真69 ②土陪断面（北より）

7.（黒艇南）黒斐南C3屋外排水設備改修工事に

伴う立会調査 (1830)

く調査期間＞

2019イド3月14日

く調査面栢＞

0.7ヽIni 

く調査員＞

:I ：野雄iIt.

く調査概要・結果＞

黒嬰HiC3(」．．学部研究棟 I)*側に新設されるが外

排水設備に．遁線管を敷設するための工事立会である．

屯斜惰JII！設予定箇所を0.4~0.5 X 1.48m.地表下0.35111ま

で掘削した現代埋土I9、]におさまり埋蔵文化財への影押

はなかった．

写其70 掘削完了状況 （東より）

第II章調査の記錢
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8.（黒斐南）黒斐南C3等屋外排水設備改修電気

設備工事に伴う立会調査 (1832)

く調査期間＞

20L8(.ド2）-l26日

く調査面和＞

12.43ni 

く調査員＞

」 ．・阻f•雄ft . 

く調査概要 ・結果＞

雌学部lーサ館東に位附する屋外排水設備の配線改修に

伴う」：：）i立 会である．梢内逍路部分を0.5X4.85m.fl'ltl}、)

迫路如l位を1.0x I.Orn. 屋外排水設iiiiまでの0.5x 11 m. 

｝対外排水設iiii南脇を0.5Xtm掘削した濶1f.l区の）く‘|・..（よ

1310湖1r:lx:([18 -1 ・ Hl5 ・ II19 ・ 1123)と爪なってお

り． iR複していなかったのは調査区の中1ill付近．約4m

におさまる．！！•!:嬰南地区北東隅は周囲に比べ]'，:rこードがっ
-.-いるが当，狐l．:l'f.18:は段差の南西l褪付近を通過しており．

iri"．複のなかった箇所はちょうどその培H付近で礁認され

た段 F部分は地表下0.67mまで現代整地M.段 l．．部分

はl.2x0.2mにかけて地表下0.35mで近Iii砂含M.J也表

l"0.5mで古代の追物包含陪を確認した地表―F0.61mま

で掘1'illしたが辿構 ・迎物は確認されなかった．

構l)、）近路は地表下0.65m掘削し．道路の中ほどからコ

ンク リー！、製の構造物基礎を地表下0.45mで確訟した．

撒去された11部ポンプ坐の悲礎とみられる． すべて現代

JII!-KIJ.)におさまる．甚礎は必要な箇所のみ祈り．撤去は

しないことを確認した東脇は地表下0.72111.I対外排水

設1~111+illf/)は地表下0.67mをそれぞれ掘削したがいずれも

現代J~I!」：にとどま った構内道路東端の没透軋l)溝は1沙；t

が地表 1-:-0.45m.その下位は地表下0.6mまで砕石hすであ

る．配線は側溝下の砕石附に通すため逍跡に影9界を与え

る恐れがないことを確認したところで．残りの作業につ

いては•t距「iなー［事を指示して立会を終了した．

写真71 迅物包含府確認状況（南西より）

第［［沼囮査の記録

写真72 迫物包含府付近土暦断面（北より）

9.（黒斐南）本部南側排水桝等撤去工事に伴う立

会調査 (1834)

く調査期間＞

20]9年3月20日

く調査面積＞

4.6ni 

く調査員＞

-I：野雄:n.
く調査概要・結果＞

黒嬰IfiC2（工学部1号館）取り壊しに際して設骰さ

れた仮設汚水桝を撒去するための工事立会である．

桝の周囲2.3X2.0mを掘削した． 調1f.l幻IりfllllO.lmから

地表下0.15111で桝掘方を確認したが．北側およぴ東側か

らは確認されなかった．掘方外IIlllは掘削を阿避している．

It.j側0.3111からはコンクリート製共同溝を地表下0.5mで

確認し．東側0.2111からは地表 1;-0.82~0.85mで既設汚水

竹を確認した 北側中央付近には仮設排水行が地表下

0.65mまで沈降し．西端には准気ケープルが設irtされて

いる． 北側および東側を地表下l.lm まで~t! l'ill したが

すべて現代埋土内におさまり辿構 ・辿物は確認されな

かった現地での協議の結梨．これ以上の掘削はなく桝

屈本を撤去できることを確認したため．残りの作深につ

いては慎重に行うよう指示して立会を終 l'した．



写真74 堀削完了状況 （南よ り）

23 

II -3 本荘北地区 （l没15参照）

1. （医病）基幹・環境整備（旧管理棟等取り壊

し）工事に伴う立会•発掘調査 (1708) （継続）

く調査期間＞

20174r3 4月2日～7Jll917

く調査面租＞

7.68l..2ni 

く調査員＞

占留 11、・ ．士野雄設 ・山野ケン1楊次郎．

く調査概要・結果＞

昨．り渡に ~ I き続き， Il l 竹理柚 ・ 旧外米 liti)よ研究棟の基

礎 ・ 外陪の取り壊しや閲炭整備に係る立会 • 発掘調査で

ある． lli：年度II::l管理棟の範間を I区． II」外来臨床研究棟

の範Iり1をnl区．忠租会の建物北側を IllI区と分けIJし調査を

おこなっていた． 今年度の調究は． ① III ><•西側の非礎 ・

外煎 ． 舗装撤去． ② U I~北端の基礎 ・ 外艇の撤去． ③ 1’ 

区中央北端と n区北側の1:|ii水管 ・雨水桝新設．④n区南
側スロープ ・スロープ東側の樹根撤去の4つの工事から

なる．これらを順に説明する．

①|11狩埋棟で検／1＼された追路迅柚がIE!外米臨床研究の

北側に延びる と予想されたため．咋年度解体前に基礎

周辺の試掘をおこなった地下ピ ットの状況は地表面が

鉗出しており， 1階のフロアレベルから2.lm深さである

試捌の結呆．地表而を 15c叫屈 j~IJ するとオリープ褐色砂/0

の地山が検Iliされ．そこから追路逍柚の下部が確認され

た．

|l]外米臨床研究棟の建物内側の基礎は．Iリ札状の地l|r

杭の」こにフーチングが来った構造である。当初の計画で

は．機械式フォ ーク（ハサミ ）で地中杭とフーチングを

切断してフ ーチン グのみを撤去し地叫んは残す予定で

あった しかし．辿構が検/IIされたことで．機械式

フォークを地中に差し込む作業は，逍構を破壊する可能

性が蒻くなった。さらに 1階の床を解休する作業も崩れ

たコンク リー ト片や重機の往来で辿構を似つける と考え

られたそのため対策と して．建物」こ部を撤去する際は．

l 1料のJ,l~ に穴 を 1サl け地ドビットを砕石で狸めてクッショ

ンとして地表を保設し．フーチングはミニパック ホーで

フーチング周辺の砕石を除去しながらフーチングのみを

釦 1,1させ術って撤去することで．瓜機が接触しないよう

にした．横状に外Illilを一）｛，）する基礎（以下外），1ilt、し礎）は．

辿‘常どおり 晶l壺をおこな ったのち撤去した． II」外米臨,~~

研究 1東 l叶圃のフ ー チングと外｝，~I基礎の撤去は．地下ピッ

ト の試掘結果をもとに撹乱J~I!•土を除去し辿構の有無を調

第1l荘訊査の記録
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べたが．掘方内におさまり逍構 ・辿物は検出されなかっ

た． In外来臨床研究棟とll]医学部臨床研究棟の接続部分

を幅5x3.5m．地表下 2m掘削 した．：It側の墜から 2

つの建物掘方の隙!Illに逆Vの字状に地山が残っていた．

辿梢 ． 辿物は検II•,1 されなかった．

②外米臨床研究棟北側の外｝乱基礎は地中杭から独立し

ており真上に引き 1．．げれは撤去は可能であったが． 外）けl

-)，韓礎は外来診療棟が近接してお り．煎機で襄上に引き」こ

げることができなかったそこで外檄を機械式フ ォー

ク （ハサミ ）で掴み2.5111程南側へ引きずり出すことと

なったが引き出すために必要な船2.5m内は．IEI狩理

棟で検/I＼していた道路辿構のルート上で工事の際に辿

構を壊す可能性があったそのため幅2.5m．長さ25111

の範llflについて発掘調壺を実施した．池隣の結果、道路

雁が4枚残存しており．側溝 ・波板状痕跡や甜地をロー

ムま じりの土で埋めた補修の痕跡と衿えられる逍構が検

Illされた．掏磁器 ・：I潅Ii器 ・須恵器 ・獣骨など 多くの

逍物が出土した．

③Ill1'}理棟と外来1趾／未研究棟を撤去後旧管理棟：Itij!ll

中央付近の現駐市場と外米診療棟玄l刈付近に水溜りがで

きるようになり．急速1|Ifr，1iの変更を行い改修のため濶介

を実施した．IIJ竹遺ll棟北側中央の箇所は、横断歩迫lt-iilll

の既存の雨水桝へ水を流すため．既1位）雨水柑から附側

に輻3.3X0.8mの範囲と面角に西側に1111がる幅5.5X0.9m 

のL字状の範囲を地表下0.55~0.6111まで掘削した。Ii!llII

部に新たな桝を据えるため0.9X0.9mの範囲を地表下

0.75111まで掘削した現代埋土内におさまったが．）凧折

部分は近代の包含｝i1と息われる暗褐色土を確認した．辿

構 ・辿物の検出はなかった 外米診痕棟玄関付近は． 玄

関の内側縁石を碁点に東側に3.5m.1ti側にO.Smに位骰

する既存の雨水桝から幅0.8X 11.4mを地表下0.35~0.5111

と徐々に深くなるように掘削した．掘削は砕石を含む現

代J!1!：t内におさま った現管理棟の北束隅から、北側に

1.7m束側に3mの所に既存の雨水竹：があり．ここに玄

関付近にi留まる水を流すため勾配が付いている．このI:I:j

水料から束側に1m. 1ti側に0.6mの範囲を地表下0.55111

掘削した．掘削は批乱埋土内におさまった．辿朴Ii:.辿物

は検出されなかった．

Rlll外来臨床研究棟の車寄せ部分に相当する． 2005年

度の調究と一部が前複している (0529濶査）．上物撤去

後の外観から．北から1順に車窃せ姑礎（北）・車祢せ桔

礎 （南） ・1日1蒻籾店礎 ・南擁堡とした．このうち・-I|i窃

せ碁礎 （北）は東西に長く ．撤去作業に支障を米すこと

から途中で切断することになったため．それぞれをl|i窃

せ北払礎 （西）・車寄せ北基礎 （束）とした．
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車寮せ北基礎 （西）は l飢i脇 を0.8ml柑，iで掘削した．

地表下0.43mでベースを検／l',した．検II}面は現代埋土で

ある．外米臨床研究棟に接していた辺りでヒューム管を

検出した．ペース天場に乗っている．捨てコンは地表―l;

0.62mで検Illされたが．ヒューム管付近では深く ．地表

下0.76m付近で検出した． 検／1',面は近代Jljt上であった．

逍構は確認されず．基礎はjR機を用いて手1jijに引き抜き

撤去した．

車寄せ北基礎（東）は．両脇をl.7~2.5m幅で掘削し

た．両燐には直交する甚礎があったようだが．0.7mほ

どですでに撤去されており．その先は残っていなかった．

このすぐ横から．地表下0.tImでベース と．ベースに乗

るヒューム竹を検出した．検／l',面は現代硬化而である．

このため．晶礎掘方が明l府に確認できた．hil方は．南脇

で0.52111幅北脇で0.47In輻をそれぞれ確認した．捨て

コンは．地表下0.6mで検IIIされたがヒ ューム管付近

では地表 i'"0.75mで検／1,1した．

掘削箇所の東側から． 1|信がせ北基礎と は異なる別のコ

ンクリ ー ト），蒻せを検/111した．幅は0.5m.似みはO.lmほ

どだが． O.lmほど下からもう一つコンクリート基礎が

出土した． 0.3mほど東にずれているが両者とも1.7m

幅の掘）j内に収ま っており．ベースを持たず．その ドは

現代砕1i)|1であった．いずれの基礎も．収寮せ北基礎

（東）によって切られており．車寄せ北晶礎 （棗）本休

をまたいだ南脇の掘削ではこの掘方の続きが検出され

た ここまで確認したところで．基礎は重機を）Tlいて上

方へ引き l:．げ撤去した．

車窃せI}i)，騎礎は． μl1j)]M1を0.8111輻で掘l'Jljした最も深

いところで地表下0.91mから現代硬化而とペースを検Ill

し． 0.5111はどの幅で掘方を確認できた．他の逍構は確

認されなかった ここ までの結果から．ベースを硲出さ

せなく ても下位へ影押を）文ぽすことな＜J,騒礎を撤去でき

るこ とを確認できたため． 残りの作業については投煎な

TS事を指示した．

l「I花J←91払礎は．最初に内側を掘削した．1El.l't内埋土は

すべて現代埋土である．花境北側の基礎は地表下0.4m

でベースを確認したが． I州i側の基礎はベースを持たず．

その下は砕石）杓であった．検出而は撹乱された近代埋士

である．捨てコン検出のため掘り下げていくと．地表下

0.5~0.56mで直径1.6~2.0rnほどの栗石分布を検出した．

レンガ片を含んでおり． If｛什1|前期ごろの所崩とみられる

が．状態は良好ではなかった地表T0.63mで捨てコン

を検Iliした．検出面は近代埋」．．．である．

次いでイ臥Uの外側をihl削した． 北脇は0.8m輻で掘削し．

内側と111!じく地表下0.4111でベースを検Iliした．捨てコ

第1I荘調査の記録
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ンを検Illするためさらに掘り下げたところ．途中で捨て

コンの船が広がっており ．その付近では最J.:.l.3m幅で

掘削した地表下O.G5mで捨てコンを検出した．掘削箇

所の中央～東にかけて 地表下0.55~0.57mで近代埋土

を検／l',している．中央付近には別に現代掘方があり．叶I

から骨が1本出士した人1牛ではないとみられ．）乱化が

進んでおらず新しい印象を受ける．llJ花坑甚礎の内側で

検出された近代栄石との位Vil関係から．梨石までえぐっ

て建物枯礎を撤去した痕跡である可能性があげられる．

ここ まで確認したところで．枯礎は重機を）11いて引き上

げ撒去した．

南町，r付近は．0529濶査地．＇・'f.と電籾する部分である．
南擁煎の両端からそれぞれ5mほどについて．北脇を0.8

m幅でrnli『ljした地表下0.2mでベース．地表 l-"0.38mで

捨てコンを検出 しており ． その ドは現代砕1ik •̀1 であっ た．

ここまで確認したところで前機をJIjいて引き抜き撒去

した．

これらの撤去：r．事の終了後．:i:1Jf./l＇,入口に敷かれてい
た~ll :．鉄板を撤去中に ． 未除去の樹根 1 個が発見さ れた

と工’li業者から連絡があったこのため．樹根除去に伴

う」以li．立会を急速尖施した．樹恨はすっかり枯れて し

まっており ．伐採されてからかなりの時間が経過してい

るとみられる地表 l•`0.45m までの掘削で除去できた．

旧料理楓1i:窃せの西側 I:．り口の）協あたりに位ii1,'していた

ようであるが．i胆がせ建設の際には既に伐採されていた

とみられる．現代Jll!.」：内にとどま っており，辿跡への影

秤はないこと を確認．したと ころで．I.i．会を終了した．

写真75 臨床研究棟西側基礎・フーチング撒去状況（北より）

第11酒閲査の記録

写真76 I日管理棟・外来臨床研究棟接続部分掘削状況（南東より）

写真77 旧管理棟北側雨水管・雨水桝新設箇所掘削状況 （西より）

写真78 旧管理棟中央北側雨水桝新設箇所土屈断面 （北西より）

写真79 1B管J里棟北西路側側溝新設箇所仮囲い内側掘削状況（面より）
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写真80 旧管理棟北西端側申請変更箇所仮囲い内側掘削状況（南より）

旧花培捨てコン検出状況（西より）

写真82 車寄せ北基礎（東）捨てコン検出状況（西より）

2.（医病）管理棟前ガス管復旧工事に伴う立会調

査 (1812)

く割杏期間＞

2017年6月27El 

く調査面栢＞

2.2ni 

く調査員＞

古留 ｝公

く調査概要 ・結果＞

竹理棟前の既設受水柏と中央診根hliの1!11にポーリング

淵1tをおこなっていた．その際ガス：i手を破iliしてしまっ

い．それを復Illさせる緊，急．工事に伴う立会乳加ドである．

既設受水梢の北西端に幅2.0x0.7mの範lIliを地表下

0.95mまでi¥lli'illした． ガス管の破損箇所は掘i1illfil9t1のほ

ぽ中央でみつかり．地表下0.8111のところで行」．．を確認

したポーリングはガス秤の北側にある汚水竹も同時に

破担させておりこれらの穴をふさぐ作業スベースとして

さらに15cm掘I1illをおこなったすべて管(/)掘ブi}|！」このllI

砂内におさま っており．逍物包含K巧に影椰はなかった

既設受水槽の具ドには．II月手1128年の洪水／汁と息われるラ

ミナ構造のJl昧＇けが確認された．辿構は検出されなかっ

たが．近Ill:の磁器Jtを1点検出した．

写真83

写真84

写真85

作業風最（北東より）
I 

． 
掘削状況（北より）

土府断面（北より）

. ̀ .. 
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3. 66kV銀座橋熊大医学部線増架工事に伴う立

会調査 (1816)

く調査期間＞

20l 8{F l 1月5ti 

く調査面積＞

12面 (8.4州）

く調査員＞

山野ケン陽次郎．

く調査概要・結果＞

2014 ・ 2015年殷にかけて実施した逍気ケープルの配線

やり換えおよぴ附JJIlのためのT事に係るI［会 l：＿Iliを実施

した．調介地は本荘北地区(}).It東隅にある特別沿il£受屯

機棟の北東側の法而据部分に朴l‘りする．2015年度に尖施

した1423調査地点の施工範l)tlに1r（：複するが施行掘削深
度が地表下l.lmと深く．）iilIIIIからは地表下 IIllで古代

の遺物包含｝名が検出された，J駅怜li例があるため．t|（Iりと

する咆気ケープルの探索の際に逍物他含｝I’i1が破J殺されぬ

よう立会う必要性が生じた．

巫機によって東西5.Gm. 輻1.5m(}）範Il11を掘削したと

ころ． 目的のケープルを地表下63cmと1111で発兄した．

周囲を人力で掘削しながら最深で地表 !-"I.Imまで掘削

したがすべて］423濶在地,.'.(時の4hl1jJllikl}、1におさまっ

た．逍物として現代の磁器を数，1.＇i．確認した．

写真86 重機掘削風景（北より）

←べ可~ -

写真87 調査区掘削状況 （北より）

第II章調査の記録

4.（医病）倉廂設岡工事に伴う立会調査 (1820)

く調査期間＞

2018年12月7日

く調査面積＞

36.51 m 
く調査員＞

士野雄鉗．

く調査概要 ・結果＞

第二立体駐車場と災；iffiii裕介／Il！のIll]に設irt)'，定の倉附

と．介限へ供給される這源を災1濯i,？i介）r［から引くため
の屯線埋設に伴う こl; ．‘lい［会である． 1じ線J!I!• 設箇所を①．

愈hli設骰箇所を②とした．

①は0.6X 10111. J也表下0.4~0.5mを掘削した． 災；］；••備

俗介／！じの南2mほどから地表下0.1rnで汚水桝．地表下

0.2mで鉄箭を確認したが 地表下0.45mで桝の柚 ・鉄狩

の下を通せることが確認できた．硯代J!ll:I：内におさまり．

これら以外の樅造物はなく辿物は確認されなかった．

②は4.6X6.6m. 地表下0.4~0.45mを掘i'illしたすべ

て現代埋士である．近III：・近代の陶磁器 ・1i)ヤを数点II'，

上したが逍構は確認されなかったこれ以上の掘削がな

いことを確認したところで立会を終 J’ した．

写真88 調査区近景（北よ り）

写真89 ①掘削完了状況 （南よ り）



写其90 ②掘削完了状況（西より）

5.（医病）管理棟南側屋外ガス管改修工事に伴う

立会調査 (1821)

く調査期間＞

20l8年l2月10日・11n

く調査面積＞

20.l5m' 

く調査員＞

1:1!flim・n. 

く調査概要 ・結果＞

Ill臨1米研究棟と管理棟の間に建つ受水悧の解体に先立

ち．支隣となることが想定された既設ガス管の一部盛杵

えに伴う工事立会である．先に実施された1812調査lメと

一部．1T(．なっている．

①は既設管の埋設状況確認のため．符理棟南スロープ

のI1り11『)外降口の東3.6111付近をI.IX 2.3m掘削した．ス

ロープの怜j擁墜から1.4m1Hにおいて地表下0.8mで既設

秤を確認し．掘削を終了した．現代JII！土内におさまり追

跡への彩押はない．

②は行91！棟南スロープの11"い/.降LI横付近0.9xl.8111 

を地表下0.45m掘削したところでj!ll設物表示テープを確

認．1や路の方向を確認して掘削を終了した現代埋士内

におさまり辿跡への影秤はない．

③は管理！棟削スロープの西(JIIl・外降LIの西3.85m付近を

掘削した．水道管など他の既設竹を確認しながら1.6m

船で掘削し． 地表下0.8m でガス 1~を確認した地表1:

0.95111まで掘削したが現代JII!-」：内におさまる． 2.7mほど

西で既設ガス管は南へ折れ．既設秤篠II}の掘削と盛枠え

区間の掘i'illとに分かれる．既設ガス符はl.8111ほどTt.jヘ

延ぴ．受水柏の基礎の北0.2111付近を3.6111ほど西へ進ん

だのち再びi❖iに曲がる手1j1jが 1 8 l.2批崎区 と韮な る地点で

ある．ガス管はlmほどTfiで西に向きを変え．2.8mほど

先で盛枠え区間と合流する．ガス狩は途中で高さが変わ

29 

り． 1812濶介区付近では地表下0.8mで確認した． Jllt」：

はすべて現代であったが受水柏西側の調査区1}j!＼位から

地表下0.27mでII名褐色：：L:.J也表下0.63111で黙褐色十．を確

認した．

盛替え区間は約0.6m船で掘削したが 3.6mほどI1りで

中央診察柚の基礎周りに残iV｛された矢板に突き当たる付

近までガス管が地表下0.7mに残1i‘"［されてあった地表

下0.85mまで掘削したがすべて現代J里土であった．矢板

から向きを変えl.5mほど南へ進んだあたりが前述の

1812調究区と韮なる地、＇！ i.である．その西側は既設竹測｝］

を含め2.5X2.5mを拙削した地表下l.Omで1tl畜i!（牙III米

の砂土（以下 「lll砂」）を(i(1'．認してお り．下位にまで）文

ぷようである l}ii咀I翡で 1‘•から上がってくる鉄行を確，i忍

しており．山砂はこの掘方JI[[・I:とみられる．鉄竹はlm

ほど南へ向かった後地表下0.7mで既設ガス符と‘I'行

するよう 向きを変えており．そこからl.lm幅をI.Om11.!i 

にJt1]削したと ころが盛替えの終点となる．接続箇所付近

は地表下l.0mまで掘i'illしたが下位は山砂であったこ

こまで辿構 ・辿物は確認されず これ以上の折梢IJがない

ことを確認したところで 1'［会を終了した．

写真91 調査区近暴（東より）

写真92 ③西側掘削完了状況（東より）

第rr迂 囮査の記鉢
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写呉93 ③西側土府断面（北より） 写真94 ③西側土1密断面（北より）

6.（本荘北）旧臨床研究棟取り壊しに伴う支障配

管撤去工事 1に伴う立会調査 (1833)

く調査期間＞

2019年3JJ 5 n 
く訓査面租＞

4.8;')rn' 

く割査員＞

I.. ]！ t uii i't. 

く調査概要 ・結果＞

Ill臨9米研究棟取り壊しに際して支111;-1となる配行の撤去

に伴う じli•立会である． 箭理棟およ ひ＇中央診根棟と ll1臨

床研究棟との間に敷設されている条合水秤と．I「II磁即iJf究

棟Iti側のガス管の撤去とからなるが このうち竹坪棟iii

側に位附する①は．1821調壺により逍跡へ影押を与える

恐れがないことを確認できているため禎if（に 1:：liを進め．

残る⑫y⑨Qについて立会を実施した．

②は中央舶J;t棟南を0.9x1.5111掘l'ilJした地表下0.97

mで給水竹を確認し． 管下を地表I‘•1.2m まで枷＼l'il] したが．

現代Jlj[J ・. I}、)におさまり逍跡への影牌はなかった．

し3)はIii臨）ボ研究棟怜i側を1.35X 2.0111掘l'illした，,lflHtlメ．

のIti{JIllから地表 i'0.6mで近代整地91'1とガス1輝Ii方を確

認`し．地表F0.65111でガス符を確認した．ii籾 l}、lを地表

下0.97mまで1ili削したが床砂内におさまり追構 ・逍物

は確認されなかった．

l~I ！ は Il l 臨床研究棟北西閑付近 を I.O x 1.5m掘削 した．

地表ード0.85111で給水行を確認し． 1平ドを地表下I.Omまで

拙l'iIl し たが現代且l!•土内におさ ま り 辿跡への影郭はな

かった． 以上の成果から．残りの］ー・・4ji・についてば11'i'.i'「（な

1?liを指示 して立会を終了した．

写真95
r 

③掘削完了状況 （東より）

F‘ 

写真96 ④配管検出状況 （北より）

{に`
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Il -4  大江地区（薬学部） （図6参照）

1. （大江北・大江南）樹木移植に伴う立会調査(1803)

く調査期間＞

2018介i5) l 29「l

く調査面社'l>

3. 3 1 n f 

く調査目＞

）＜坪志予．

＜胆査概要 ・結果＞

柴‘,｝噌I¥敷地l)．］の樹木を大江北地区から南地区へ．また

は）＜i[北地lX-．内で移植する事業である．掘削する地点が

多数）公城にわたるため．各地点で最も深く．広く掘削す

る樹木や移植先を中心に立会調介を実施した．

辻）地．Iば：移梢先のなかでもっとも深く大きい箇所の立

会をおこなった． J.lX 1.2mの、楕日形に．地表下0.8mま

で拙i’jllした．地表 t-'0.54mまでは近世～近代耕作土．以

Fは水lll0)IA、;L:と考えられる）火色の土附で．掘削予定の

0.8 mは鉱物の沈如こより固ま った附であったこの水

II！の底で l;tili器Jtがわずかに 1,1,1土した．辿構等は確認さ
れず．この掘削楊所の1対側での掘削は．これより浅い-

とから他の掘i'illも埋蔵文化財への影岬はないと判断した．

（且）地、1・＇．＇：：北地lえの藩滋館西側に位附する緑地 lヽitは． 4 

本の樹木の移植先でこのうち 1か所について立会をお

こなった直径0.8mのFl形に，地表下0.3mまで掘j'jljし

たガラス／「などがある現代の士）名内であった．他の 3

木についても 1hlじ深さ拙i'il」で． 他の掘削も埋蔵文化財ヘ

の影押はないと判斬した．

（：り地、I闊：北地にの匝1"l近くの移植元では，最も大きな

樹本の抜板の立会をおこな った．直径l.4mの範間で．

地衣 I:0.5mまで札ll削して根鉢を作り．抜根をおこなった．

J~Iげ． l ）、J で．辿構 ・ 逍物の検出 はない．他の樹木はこれよ

り小さく． I司様の深さで抜根可能なことから．他の樹木

についてもJII!h浚文化財への影押はないと判断した．

{l)J且．＇.(:北地区の東側．薬ぶ計｛i|倉駈の北東では．苗木

程度の小さな低木を 2本抜恨する予定であった． ・東側の

低木の抜根をおこなった．スコップで0炉ji.に起こすこと

ができた． 11'(1-!f 0.3 m. 地・表 f0.25程度の掘削で追構 ・逍

物の検出はない．もう一つの低木についても同様に抜

恨できると湘IJ浙し．掘削良しとした．

邸 恥．i．： 大il:E2柚の南に位i粒する緑地幣の北東期の

低木一つを抜恨する予定であった この低木も．スコ ッ

プでfitim．に起こすことができた． O.'Ix 0.5m.地表下0.25
mの掘削で．辿梱 ．j且物の検化はない．

31 

写真98 ①地点掘削状況（南より）

写真99 ②地点作業風殻（南束より）

第Il_迂圃査の記録
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図6 大江地区（薬学部）における調査地点配置図 (1/2000) 
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写真101③地点作業風漿（東より）

写真102 ③地点掘削状況 （南束より）

写真103 ⑤地点掘削状況（南東より）

写真104 ⑤地点掘削状況（東より）
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2 （大江北）自然共生型産業イノベーションセン

ター新営その他工事に伴う立会調査 (1806)

く調査期問＞

2018年6月7~12日

く調査面栢＞

1115.69面

く調査員＞

山野ケン1場次郎．

く調査概要 ・結果＞

大江北地区北東に位置する機器分析施設の東側に建設

予定である自然共生型産業イノベーションセンターの新

営その他工事に係る調査を実施した．

本工事は埋蔵文化財保股法第93条に対し．熊本市教育

委員会文化振輿課から恨韮工事での指蒔が下りた． しか

し．工事業者が重機掘削を開始したところ赤煉瓦基礎

が数メー トルにわたり確認されたため．熊本大学施設管

理課および埋蔵文化財調査センターヘ述絡があった． 6 

月7日．当センターが現地を確認したところ本甚礎が

1925年に設立した熊本薬学専門学校に関連する建物基礎

である可能性が高いことが判明した．工事によって基礎

の大部分が破壊される予定であったため．当センターと

熊本市教育委U会文化振典課職貝との協談の結呆．赤棟

瓦基礎の検出位骰について簡易な記録保存を実施するこ

ととなった．

約33mx22mの工事掘削範囲の西端から長さ 5m,

幅45cm程の赤畑瓦基礎が南北に2列並行する形で地表

下65cmから検出された また．この赤練瓦払礎から南

へ5mの位骰から長さ3.7m.幅40cmの練瓦が付随しな

いJりさ10cm程のコンクリート基礎が地表下60cmから検

出された．これらの基礎列の全容を明らかにするために．

西から東へ基磁を追うようにして匝機掘削をおこない．

基礎全体を検出した．この際．発掘作業員 6名が赤煉瓦

の消掃作業やilliji氾補助をおこなった．

北側の赤煉瓦」，韓礎は調査区西端から東へ16mの位骰で

南に屈llllし．8.6m1¥iに並列する赤煉瓦基礎と繋がった

ため．両者がliIIーの建物基礎であることが判明した．念

のため赤畑瓦基礎の南凍1期から東へ5m程爾機掘削をお

こなったが．基礎の続きは確認できなかった本煉瓦甚

礎iii東隅から3.2m北側では本基礎に直行する形で幅

40cmのコンクリー ト基礎が東西方向に1.6m程確認でき

た．本コンクリ ー ト基礎は赤辣瓦基礎を被毅することか

ら．Wi者が後者より新しいことが把捏できたが．赤畑瓦

基礎より東側にはその続きが確認できなかった．本調査

により赤畑瓦基礎は少なくとも東西16m以上南北9.6

m以上で．工事掘i'ilj範訓の西側へ向かってさらに伸びる

第I1迂調査の記録
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ものとみられる．

赤煉瓦甚礎の構造について断而や露/l¥1面で確認したと

ころ．5~20cm程のIり躾を礎イ＿iとしその上に似さ約25

cmの小礫混じりのコンクリー l、J出礎を据え．赤諫1、Lを.,,:

栢みにしていることが確認できた． 赤煉1•Lは 1 段分しか

残存していなかったが赤疎瓦平而にモルタルや欠けた

赤煉瓦が付沿していたことから．少なくとも 2段以」．．．梢

み重なっていたことが分かる．蚊下段において19、IflPIでは

長手が外側では小11が側而に篠出するように梢まれて

いたまた．赤畑瓦の平部分表i(liには縮緬状の調整痕が

確認でき．機械成形によることが判明した．J甚礎を栴成

する晋辿煉瓦]7点を，t|洲ljしたところ． 小口幅10.6-11.2

CIII．長手幅22.2-23.Zcm.翡さ5.4~6.0cmであった．辿物

として．本赤諌瓦を数点取り上げている．

一方赤煉瓦基礎の南に検出された1りiみlOCIII{＇1党のコン

クリート悲礎は．部分的に後世の破壊を受けながら l:1li.

掘削範囲の東側へIhJかって仲びており．曲端から27.8rll

の位i・社で南京隅部を確認することができた． 隅部の様—J’·

から本位i社が建物の南束端にあたると想定でき． J＆礎は

直行して北側ヘイII！びる可能性があったが．畑瓦を伴わな

いことから．赤畑瓦甚礎より新しい時期の建物であると

判断し検出を終了した．

本調査では．掘削範l!t1と基礎の検Ili位1nを測：1l・ I文l化

し土府の記録をおこなった．本乱'，I1紗晶礎の111米につい

て大学史などの文献に掲載された地図と比蚊したところ．

赤煉瓦基礎は1925年に設立した熊本薬学し';!111I学校の校令

のうち．1924年に竣T＿した楽化学動植物科学実験坐であ

ることが判明した．木造平屋建ての構造で． II{｛和2年に

はドラフトチャンバーが2機敷設されている．本紐物は

1945年7月1日の空痰によりアメリカ軍の焼火弾攻繋に

よって焼失したことが記録されている．また rti側のコ
ンクリート基礎は1949年に発足した熊本大学薬学部の校

舎のうち．1951年に竣工 した薬品分析学教宰であること

が判明した．

写真105 調査地西側基礎検出状況（西より）

第Il登調査の記録

写真106 作業員沿掃風棗（東より）

写真107 赤煉瓦基礎全数（西よ り）

写真108 コンク リート基礎全最（西より）

写真109 赤煉瓦基砒南側検出状況（東より）



写真110 赤煉瓦基礎北側検出状況（束より）

写真111 赤煉瓦基礎東側検出状況（北よ り）

写真112 コンクリー ト甚礎検出状況（束より）

写兵113 赤煉瓦基礎立面（北より）

写兵114 調査地点北西部北壁土府断面（南より）

て
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3. （大江北）イノベーションセンター新営機械設

備工事に伴う立会調査 (1813)

く調査期間＞

2018年8月17R. 11J127 Fl 

く調査面積＞

359ni 

く調査員＞

lll野ケン陽次郎．

く調査概要・結果＞

大江北地区の機器分析施設の北側道路から新設千定の

イノペーションセンター）月辺の給水管．排水管． ガス秤．

汚水中継梢に係る工事立会を実施した．

1728調究地点およぴ1806調究地点での調査により． J，1i

辺の堆梢状況が明らかとなってお り．地表下約0.9111で

検出される黒褐色土l|lからは辿物が出土しないことが判

明していたそのため本上事範IIlのうち．給水竹．排水

腎ガス行の施工範LFLLについては工事業者に掘till方法を

指示するに留めたただし．機器分析施設と建設予定地

のIIllの排水管施工箇所（トレンチ l)についてはL806油j

1f.地点の延長が確品できる可能性が高かったため立会を

実施したまた 機器分析施設北東の汚水中維槽施J.：筒

所（ トレンチ2)についても工事施工深度が2.5111と深

かったことと．土｝i4(/）把ib！のために立会をおこなった．

トレンチ］．は削北3.7111. 束四80cmを煎機で掘j'jljした

ところ．地表下0.55mで1806浪噴地点において検出した

赤煉瓦基礎の西側の紐きが検出された． トレンチの東側

半分は1806調森地点の際に設けた矢板の抜き痕で樅乱し

ていた西墜の士形を確詔したところ．地衣下0.5mで

検出された褐色土が斑に人る茶褐色土を掘りこむ形で拙

瓦基礎が据えられていた．茶褐色土は近代の陶磁悩片を

含むことから本陪が近代以降の堆積形であることが明ら

かで．煉瓦との新lHl関係にも11!！題がない．赤煉瓦は 1段

分のみ残存していたがその上にも畑瓦の欠片が多く Ill

第Il翌調査の記録
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土 したため．少なくとも 2段分は存在したことが分かる．

褐色 Lの下には褐色粒子や炭片を含む茶褐色：l→．堆梢して

おり．近世のJI味'i／けかと思われた．
トレンチ2は東西7m．南北3mの範囲を前機によって

掘削した． 批1究区北側では赤疎瓦の接滸痕跡が残るコン

クリ ート）店礎が地表下50cmで束西方向に3.5m程検／1¥さ

れた l806調査地点で検出した建物基礎のさらに北に位

iiItしてお り．南北に並列することからも大．iF.］3年に竣」：

した熊本梨坪：・,、Ii[|＂l学校の生深植物学実験産の建物晶礎で
あると拙測される．本調介地点ではトレンチ1H1町l[ljを地

表下2mまで深堀した． I、レンチ南側で1濱•1 を確認した

ところ．地表下lmまではガラスや炭の枇 じる近代JII!| •• 

が堆梢してお り．地表T1 m~J.6mではII行褐色上がl'り

側に向かってやや傾斜するよう に堆積していたそのさ

らに l••位には砂況じりの暗褐色士が水平にjit.fl't し ． 地J<

l冷Jl.9mで硬itの（沙附が検出された． 一部深堀をおこ

な ったが迎物は出上せず． 古代の逍構や政物包含k`•1 も (i(I:

認できなかったため工事業者に引き渡した．

写其115 トレンチ 1調査区遠景（北より）

写真116 トレンチ 1掘削状況（北より）

第11荘 調査の記録

写真117

写真118

写真119

写真120

トレンチ 1掘削レベル （東より）

トレンチ2重機掘削作業風最（西よ り）

トレンチ2赤煉瓦基礎検出状況（西より）

..-． 

ァ ， ベ・

馘r 門沿F..Tt,・ — 
トレンチ2掘肖lj状況 （西より）



写真121 トレンチ2南槌士府断面 （北より）

4.（大江南）工作物災害復旧工事に伴う立会調査

(1825) 

く調査期間＞

2019年2月1「l

く調査面栢＞

10.02n'i 

く調査員＞

士野雄ft.
く調査概要・結果＞

熊本地裳により炭If,を受けた擁墜の改修 l'．事に伴うエ

1位会である． 2016年）文に一度補修工事を実施している
が．Jゞi;［南地i幻の北叫翡にある擁隙12m分はILi擁樅（石

垣）上に敷設されたものであったため再改修となった区

|iil である ． 擁墜外 lhiから 1.2m幅を敷地地表 l‘•L.3m （敷

地外の道路地表下0.6m)までを掘削する計袖iであるこ

とから迫跡へ；｝猜限を ’j• える可能性が想定され．」：1ji立会

を実施するこ ととなった．擁聖外面が敷地坑界となり，

1.-iji.0)｝；碍を与える恐れがある ことから． ＇ヽi．会に際して

は熊本市教脊委U会文化振飩課より1測lil布矢氏の1司席を

得ている．

12m区間のうち 3箇所を確認した ①は1.05Xl.2mを

追路地表而まで掘j'jljしたが．擁墜掘方を確認できなかっ

たため．2.4m先を② として掘削すること とした．必要

な掘り幅は擁壁外i(liか ら0.8mで良い とii・（Ii，認したため．

L.2 x0.8mを追路地表Ihiまで掘削した現代JII!」：内にお

さまっており． Wil'ilJは擁隈掘方内におさまることが確認

でき た西から2.3mJ應l.’.,：を③ として1.3XQ.8mを逍路地

表而まで掘削し同じく枡憚掘方内におさまることを確

品でき．石垣を撤去することにした．

2016年度に改修した晶礎下には2段のイih'tが，認められ

ていたが．迫路地・表下0.3111付近にもう l段．根石があ

ることが判明し． 1|illit¥:Li0)了承を得て撤去 ・:f1'/1l:したと

37 

ころ迫路地表 ,--o.7mで地山を確，認した．逍構 ・辿物は

確認されなかった ②においてもl111様に根石を確認した．

撤1：： ~ 精介したところ迫路地i< FO.67mで地ILIを確認し

た．逍構 ・辿物は確認されなかったこの結果を受けて

現地で協議し．根石を撤去するだけであれば辿跡へ彩押

を与える恐れはないことを確認したため．残りの作業に

ついては柏重な工事を指示して 1・［会を終了した

写真122 調査区近景（西より）
し9

写真123 ③根石検出状況（北より）

写真124 ③根石撒去完了状況 （北より）

第II豆 調査の記録
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5 （大江北）自然共生型産業イノベーションセン

タ一新営電気設備工事に伴う立会調査 (1826)

く調査期間＞

20 I 9iF 2 J J 6 11 

く調査面稲＞

5.47ni 

く調査員＞

1.. g!J・雄i't,

く調査概要 ・結果＞

自然共生）附't業イノベーショ ン七ンター （以下 「セン

ター」）新党に伴う小]・・:翫「・事の一つで建物北束隅への

外灯設戦に伴うぶli.j'［会である．既設ハンドホールから

の池源引込部分①②と．湘i.、近される外灯基礎部分③とに

分かれる．

①はセンター北東の既設ハンドホールから0.5X 3.9 

mを掘削した．ハンドホール「令jJ協では地表下0.6mで1じ

源ケープルを確認したが 1.8m南から地表下0.45mで調

1f区を横断するヒューム行を確認した． 以南から地表下

0.4mでカフ行と虚源ケープルを確認しており． ヒュー

ム管を上越ししたものとみられる．既設配管を避けなが

らハンドホール南脇で地表下0.8m.②との接統部分で

地表下0.6mまで拙削し．配管を敷設することとなった．

現代J!IヒI~．内におさ まり逍跡への影秤はなかった．

②は0.5X 2.8rnを1klii'illした 地表下0.9mまで現代腋地

屑 l‘位 は近代．1登地｝1'1である．ガラス行を2点出土した．

1728調究の⑦ ・⑨で確認した附と類似している． 当時は

近枇包含｝けとしたが． 当調布において近代整地）i~1である

可能性が糾くなった西端0.2mにセンター基礎の掘方

を確泌し．外灯を新設する③の掘削範囲はすべてこの掘

方内におさまることが確認された

③を1.2X J.2m.地表1、1.5mまで掘削し． 掘方埋土内

におさまることを確認したところで．残りの作業につい

てt'』1Tiなこultを指示して立会を終了した．

写真125 ③調査区近棗（南西より）

二.J,,,_←. 

第Il章詞査の記録

写兵126 ②重機による掘削作業風景（北より）

写真127 ②土府断面（南より）



II -5  京町地区 （図7参照）

1. （京町）教育学部附属小学校管理棟新営機械設

備工事に伴う立会調査 (1802)

く調査期間＞

2018i.f: 5月10・ 22日

く調査面積＞

7G.70ni 

く調査員＞

大坪志子 ・吉留 /1. 

く調査概要・結果＞

熊本地旋による被沓のため収り壊 し 新たに建設した

管理棟に給水舒と排水管を設骰する工事に伴う立会調査

デある．

箔理棟のI輝 llでは，玄lllli'1i［から．南取方Iii]にある枡ヘ

排水竹を新たに敷設する工事をおこなった．

玄I!.!］前は枷0.6m.地表下0.2m. 玄閲前束端から南求

に位iiItする枡までは．幅0.5m.地表下0.6mで掘刊llをお

こなった．すべて典土中であり．辿物や辿t1，I位の検出はな

かった

写真128 作業風最（西より）

写真129 玄関前据削状況 （西より）
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写真130 枡への管路振削状況 （南東より）

管理柚北側では．箭理柚の北西瑞から西側へ掘甘llする

ルートと北側に掘削する）レートの2箇所について立会調

ィtをおこなった．

西ijtilへ掘削する）レート では管理棟の北西端から北へ

0.5mの位置を基点として．北側に0.9m西側に3.6mの範

囲を地表下0.6m据翡llした．途q-1範囲内の西側中央付近

からフューム管が地表下0.4mで．その北側に給水行が

地表下0.3mで．さらに北側からガス管が地表下0.4mの

所で検出 したが工事には支障なかった． 掘削はすぺて管

の掘方埋—卜内におさまり包含附への影響はなかった ．

写真131 管理棟西側作業風景（西より）
冒

写真132 管理棟西側掘削状況（西より）

第1I章調査の記録
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図7 京町地区における言艇査地点配溜図 (1/2000) 
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北側に1hil)＇iIlする ルー トは，給水管を臨出させる工事の

ため． J！ll，設が恕定される給水箭のルート を掘削していっ

た．攣l！椋の北西端から東側に2.7m. 北側に7.2mの位

i料を・）恥'.,：に．両側に0.3ml¥ijililに2mの地点で汚水桝にあ

たり ．これをi哲ijlilにlm迂lEIしてさらに南側に1.65m 

を地・表 F0.35111掘削したすべて給水管の掘方埋土l村に

おさまり 己含附への影秤はなかった．どちらの箇所も逍

構 ・辿物は検1．じされなかった．

2. （京町） 教育学部附属小学校プール災害復旧エ

事に伴う立会調査 (1807)

＜胴査期問＞

2018'.Iド7月9・ 1017 

く調査面栢＞

1360m' 

く調査員＞

111野ケン1場次郎 ・-1：野雄・it.

く調査概要 ・結果＞

が叩暉小 ・小学校(/).|t束に位：frtするプールの災害復

旧に係る」只li..Iグ．会を実施した．本調介地．れに敷設された

プールおよびプールサイドは．西側の迎動場や南側の地

表面に対し．北側にある光水寺敷地にli1Jltてやや レベ）

が翡く．微i',ii地となっている．

本：「．Jjiは地蔵文化財保設法第93条に対し．熊本市教育

委J..l会文化振躾課かられ＇河汀事での指沌が下り．施工を

胤l始した． 2017年12Jlに：「事業者が頂機掘削の際 プー

ルサイド床而から下位に20cm程で赤煉瓦の梢造物を発見

した工事業者から熊本大学施設1’;:F|！課に辿絡があり．

2018年7月4[l. J里蔵文化財濶究セ ンターヘ赤妹瓦構造

物に関する乱，'，I究さ杓収扱いの相談があったため．現地で現

第1J究囮査の記録



状確認をおこなった．赤煉瓦構造物は施工掘削範囲の1H

西側．2.5111X l.8111の範囲に確認できより東側へ統＜

と見込まれた当初は建物非礎の一部と考えていたが

根梢みがなく ．墜が垂直に立ち上がることから地下介／,1,:

のような構造物である可能性が考えられたこれまで大

学構内辿跡で検出した事例がなく ．nti易な記録保存の必

要性があった．

また．本」．．事に先立ち．熊本市教ff委員会文化振典課

によって確認調査が実施されている．調究では微泊j地で

あるプールサイドの南側に東西2カ所．一段下がったTti

側隣接地に l力所．計3カ所に試掘 l、レンチが設けられ

たプールサイドの2つのトレンチでは1.8-2.5111の深

さでも地由が確認できず．プールlt，i側隣接地のトレンチ

にて地衷l：約2.5mで黄褐色の地111が検出された．古

老の話からプール工事以前は瀾介地｝ifl圃が大き く罰んで

いたとの話もあり ．過去に紺褐色＿l:.｝（イまで削平された後

プール」：’liのI祭に盛り土をしたと判断された．当セン
ターが現地にi)jれた際には．調究地はすでに1Hプールを

取り壊した状態であり．その下位からは黄褐色土が確認

できた．つまり．調査地のiij側では地表下深くまで現代

盛土が堆莉'tしているが， tJi，1壺地北側では比較的浅い深殷

で廣褐色土が検出できる可能性が生じたのである．北側

の工事ではこの黄褐色の地111の一部を掘削する予定で

あった． J;［町地区からは過去の品j介でも弥生時代や古tit
時代の以降が検出されており当センターでは毅褐色上

附上面で当該時期の逍構の布無を確泌する必要があると

判断した．畑瓦構造物の収り扱いと辿梱の有無の確i認を

実施するため．熊本市教育委員会文化振典課と協議した

ところ．簡i劫Iiりな記録と補完(Iり試掘調究をおこなうこと

となった

造構の布無の確認のため．I油'，1介．地北側においてlTi機拙

削を実施した．調査地北西隅から1村に7.5m.東に3m

の位1代に東方向へ東西23m,lihil.5mの確認 トレ ンチ (I

トレンチ）を設け．東端ではさらに南に5mトレンチを

延長したまた．調杏地北西隅から南に17m.束に約4

mの地、代にも2.5X2.5mの確認トレンチ (2トレンチ）

を設けた結果として．プールサイドに設定した任意の

座椋点の硲さをグラウンドレペルとした場合．1トレン

チでは東側で深さ65cm,西側で深さ1.34cmにおいて黄褐

色土を検Illした． また．2トレンチでは深さ166cmでili

褐色土を検II¥することができた．熊本市教育委具会文化

振興課による確認調究の結梨と統合すると．本調介地．I．'i.

周辺は南側では地1JIが深く沈み込んでいる．あるいは削

られているのに対し北東側では比較的浅い深さで貨褐

色土が検111され．地111が残存していることが分かり．I：l

41 

然地形として(})微翡地の様相を閑していると考えられる．

しかしいずれのトレンチでも黄褐色」Ji1|．．面での追構

は検出されず．現代盛土からのガラスや陶磁器．瓦など

の辿物がU¥:-I:したのみである．

赤炒頃構造物については．狼機で赤畑瓦構造物の外側

の現代盛上とl}、1祁の廃土を取り上げた後人力で全体の

沿掃を実施した．赤畑瓦構造物は東洞i4.6m,南北1.75m

の規格で．＇11火には許通姉瓦2列分．彫さ20cm程の横が

設けられており ．束匹の部屋を区面していた内而をみ

ると．小lコ列とJ．と手列を交互に梢み爪ねるイギリス莉'tで

梢まれており． hと下部は内而四方に5cm程張り出すよ

うモルタル状のJ，騒礎が設骰されていた．残存状況は西端

が最も残りがよく22段分．南側では7段分が残り．束端

には最下段から 4段分の煉瓦の上に乗る形で小口裔20cm.

小口幅35cm.長手幅180cmのコンク リート板が据えられ

ていたこのコンク リー ト板の I‘・iflSには空間があり．そ

の東側奥にもl,ilサイズのコンクリート板が土中に郡設さ

れていることが確認できた

構造物1-J..J部は排土を取り除くと．ややしまりが弱い褐

灰色の砂がJlt.梢しており．鉄釘や機種不明の鉄小片が少

兄：出土したその下位にはややしまった貨褐色土と灰褐

色土が斑に況じった］＊土が検出され．その上而レベルが

陳瓦直下のモルタル基礎の上面レペルと対応していた．

床土を一部10cmr11掘り下げたが． IIi:Kiむ物はなかった．

工事業者によると赤畑瓦構造物の東側は本来練瓦が

残っており．全休形が箱型を呈しその上を毅うように

コンクリー ト板が据えられていたとのことだった 梢造

物のサイズや1)、J部に鉄片が残存している点からも．愈Illt

等として利）llされていた可能性が邸いと考えられる．赤

畑瓦の平部分には縮緬状の講整が認められ．機械成形で

あることが分かる．現地で取り上げられた背通煉瓦の法

屈を20個朴測したところ．小口幅9.8~11.0cm. •長手船

2l.6~22.8CIIl. ihiさ5.8~6.2cmであった出土辿物として

本赤陳瓦数．し閉と鉄製品を取り上げている．

現熊本大学教ff学部附屈小 ・中学校の敷地は．戦前ま

で熊本県師範学校の校地として利）llされていたが 19,19

年になって熊本）く学教育学部が発足しその敷地を引き

継いだ．発足当初の本調査地点には音楽教室が建てられ

ていたようであるがそれ以前の様子は不明である．あ

るいは熊本県師範学校に関連する構造物であった可能性

も考えられる．

第11迂調査の記録
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写真134 調査地点遠娯（南より） 写真138 赤煉瓦構造物の検出状況（北東より）

苓E

• • 一••-,.,....,.... ..，1―
写真135 1トレンチの地山検出状況 （西より） 写真139 赤煉瓦構造物束側検出状況（北より）

写真136 2トレンチの地山検出状況 （南西より） 写辺140 赤煉瓦構造物西側検出状況（北より）

写其137 赤煉瓦構造物のオ屈削作業風景 （北東より） 写真141 赤煉瓦構造物近崇（東より）

第 Jj荘鯛査の記録
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（京町）教育学部附属小学校仮設校舎取設工事

（取り壊し）に伴う立会調査 (1808)

く調査期間＞

2018年7月13.

く調査面和＞

3. 

23. 25 ・ 26日

後おこなわれる．0.8x1.37mの範囲を地表下l.Omまで

掘削し．上記の作業をおこなえることを確認した基本

的に狸土内であり埋蔵文化財への影押はないと判断した．

一部に古代の辿物包含卜けを確認したため．その固辺での

作業には． I分注慈を払うよう指示した．

2.1 rrl 

く調査員＞

）J坪志子．

く調査概要 ・結果＞

熊本地澁により． 2016年に建設した3棟の仮設校舎の

必礎およびこれらに敷設した給排水管やガス狩の撤去工

事に伴い． 5[会調究を実施した．

まず配竹関係の撤去作業をおこなった．

仮設校舎lの南側 （①地点）では．給水竹を地中から

地 l-．へ立ち上げ建物に接萩した箇所をhlliillした． i反設校

令の基礎沿いに0.7x0.9111の範囲を地表下0.4111まで掘削

した．切lut作業はこの範圃内で可能であることを確認し

た． JIIl土内であり狸蔵文化財への影押はないと判断した．

仮設校舎1南西部 （②地点）では．ガス管を分岐して

立ち上げた箇所を掘削した．2016年に切断 ・分岐したが

分岐した行を撤去し．切1訴した行をJI}接統する作業が今

写真142 ①地点掘削状況（南より）
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写真143 ②地点作業風景（南よ り）

写真144 ②地点掘削状況 （西より）

” 

仮設校舎1北西部（③地点）でも．② と同様の工事を

予定している．ガス管を地」：．に立ち上げた1箇所を0.4X

0.9m.地表下0.4mまで掘削したが埋土内で．似煎に進

めるように指示した．

写真145 ＠地点作業風景（北西より）

写真146 ③地点据削状況（北より）

第II登 訊査の記録
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仮設校令のJ，騒礎撤去では． それぞれ— •部で），し礎の状態

（深さ等）と作来の確泌をおこなった．

仮設校令：3では．ー／,'i]する）却礎のうち西側 （①地点）

において）騒礎を爪：機でめくる ように撤去することと．

jIl凜 文化財への影押はないこ とを確認．した．

IIil様の作業仮設校令2は．北側((⑤地！．［i）において．

のとJIl滋 文化財への影押の確認をおこなった．

仮設校令 lでは南側を除く3方 （⑥地点）と．

梁について1li]様の確認をおこなったいずれも．

化財への影岬はないとllJ浙した．lti側については．

中央の

埋蔵文

西側

写真147 ④地点基礎撒去作業風最（西より）

⑤地点基礎撤去作業風最（束より）

--19ご立 ！！’gg雙！匝虫四r-1「

写真149 ⑥地点基礎撤去作業風景（北西より）

第 [L章 即査の記録

から断而を観察できるため．

はないことを確認した．

同様の方法であれば． 間姐

写真150

写真151

⑥地点北側基礎撤去作業風景（東より）

り?、

• ‘ 

⑥地点中央基礎撤去後状況 （北より）

四== --

写真152 ⑥地点西側基礎撤去後状況 （北よ り）

謳

仮設校舎iの北側に設骰した配管については．最も深

く掘削した沈殿梢 （⑦)地点の撤去を確認した．

周l川を浅く掘削し．煎機で引き上げたため，埋蔵文化

財への影牌はなかった．これらに接続する排水fぎについ

ても同地、1ばで深さを確認し． 煎機よって慎重に引き」こ

げて撒去するよう指示した．



写真153 ⑦地点仮設沈殿栖撒去作業（北より）

仮設校舎1の建物下に配骰した排水狩 （⑧地，1ii)は撤

去せずにそのまま現地に残し排水桝に繋いだ部分のみ

切l祈し．封鎖するという工事計画が．担当者から現地で

示されたこのため．枡付近の掘削をおこなった． 掘削

は 枡股i柑時の掘方と．接続時の堀から内におさまり．

切断作業に必災な空間を確i呆できることを確認した．

仮設校舎2と多目的ホール秤I:llにあった配行 （⑨地

9’・Ii）の撤去も．重樅でサ1き上げ．掘）j内で作業をおこな

うことを確認した．

写真154 ⑧地点撤去排水管掘削作業風最（北より）

写江155 ⑧地点撤去排水管検出状況（北より）
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写真156 ⑨地点撒去排水管検出作業風景（北より）

写真157 ⑨地点排水管撒去作業風景（東よ り）
"U'--II-I← 1 - "'ll皿 Iヽ

写真158 ⑨地点排水管撤去作業風景（西より）

第ll迂詞査の記録
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4. （京町） ライフライン災害復旧（給水設備等取

替）工事に伴う立会調査 (1809)

く調査期間＞

2018年7月23・ 25 [I. 8 J J I ・ 6 ・ 7 ・ 22 ・ 2111. 9 

月18日． 10月17・ 19 ・ 22~26EI. 11月 1・ 2 ・ 5 ・ 

7 ・ 9 ・ 13~ 16 ・ 19 ・ 20 I] 

く調査面積＞

187.33111 

＜鯛査員＞

-1：野雄tt.

く調査概要 ・結果＞

熊本地旋により被;1;:を受けたj杖lll]地区の給水行・ガス

行の父換に伴う工事立会である．構内の動線確保のため

後述する1810・ 1811,｝月森と111]時に実施された．T．’li・によ

る1}fIn部は最小限にとどめてほしいという学校側からの

災望を考應し同日中に敷設 ・埋め戻しが可能なりt位で

I?)iを進めるという方針で臨み．l司El中に完了できな

かった箇所では銅板による1洛生を実施し．llfl口部が生じ

ないよう留意した．

E2エ区は．後述する］810E1工区を起点と し． 教脊

学部附屈小学校 （以下 「小学校」） グラウ ンド南側を69

x0.6n)．小学校構内道路に隣接する区間のみ地表 l;．o.8

m.それ以外は地表下0.5111を掘削した 小学校構lJ、j逍

路東側から地表下0.56mで近枇逍物包含li,1を確認したほ

か小学校箔理棟南のロータリー南側付近から地表 I‘•

0.32~0.4mで近世整地I1サを部分的に確認したが大半は

現代埋土内におさまり辿構 ・逍物は確認されなかった．

E4エ区は．18llE4 T．区で確認された1既設配1位；と教

ff学祁I:ft)属中学校 （以下 「中学校」） 構内逍路下に新設

される配管と を繋 ぐ区間である西側は10.96XI.Om. 

東側は17.83x0.7mをそれぞれ地表下0.5111掘i'jllした西

側から地表下0.2rnで現代建物悲礎を確認した現代肌

K内におさまり逍構 ・辿物は確認されなかった．

E5エ区は．中学校9木村館周辺の構内逍路下が中心で

ある．］446・ 1725調杏区と一部煎なる．給食七ンター横

までの①はlm幅を地表ド0.8m. 以北は0.8m船を地表

ド0.5m掘削した．大半は現代掘方に切 られており辿存

状況は良好でなかったが地．i［下0.19~0.35mで辿物/I',
|：状況・ 土坑 ・ピット ・凝）火岩製枠状構造物などを確認

した中学校体育館束側の②は辿存状況が1ihiで なく．

1725-l区束側付近から地表下0.26mで近llt幣地k、1を確
泌したが逍構 ・辿物は確認されなかった．9|ピ学校什清

館束にあったII]燃料梢横は7.5X0.3mを地表 1‘.o.4milIl削

したが， 燃料柏掘方J」I! • 1：にとどまり追構 ・ 辿物は(i(1：認さ

れなかった

第 1]坦調杏の記録

E7」:lX彎．は．l8lOE6エ区北から小学校プール横まで

の区間である．旧ポイラー室I釦側の10.94X 0.7m. 旧ポ

イラー'.1{..!1£から小学校プール西側にかけての10.5x0.5m

をそれぞれ地表下0.5m掘i1illしたが現代J_1Jj_土内におさ

まり逍構・追物は確認されなかった．

C2こr．．|メ．．は 18IOC2エ区北側で東西の調査区を繋ぐ

部分である． 3.6X0.6mを地表下0.8m掘削した地表下

0.35m 1iii後で竪穴建物跡の切り合いと不明逍構の一部を

確認している．

¥V l I収は後述する1811C l」1紗端を基点とし．I：1-1

学校プールjJ[jillllへ至る区間であるおおむね0.5m輻を

地表下0.5m掘i'illした 現代j!lヒl:l}、］におさま り逍構・辿

物は確認されなかった．

W2」:Ix：は．中学校校舎とl:r-t}兵教有実践総合センター

とを繋ぐ給水狩 ・ガス管の改修に伴う掘削である．J軋設

状況確認．0）ための試掘坑と巫なり合い．また既設管路を

探しながらの拙削であったこ とから幅はまちまちであっ

たが地友l‘.0.8mまでを掘l'il]した．附屈教育実践総合

センターの北4rn付近から地表―l‘.0.44mで近世整地l¥'1を

わずかに確認したがほかはすべて現代埋土l村におさ

まった．

写真159 E 5エ区①調査区近最（南西より）

E5エ区①造物出土状況 （南より）



写真161 E 5エ区①枠状石造物検出状況 （南より）

写具162 C 2エ区②籠機による掘削作業風景（西より）

写真163 C 2エ区②竪穴建物内迫物出土状況（東より）
• -

47 

5.（京町）ライフライン災害復旧（給水設備等敷設）

1期工事に伴う立会調査 (1810)

く調査期間＞

2018年7月23FI. 8月9・ lO ・ 16 ・ 17 ・ 21 ~23 ・ 27~ 

311:1. 9月3・ 5 ~ 7 ・ 10~ 14 ・ 18 ・ 19 ・ 25~2711. 

10月I~3 ・ 5 ・ 9 ~12 ・ 15~18 ・ 22~24EI. llJJ 

7 ・ 8 ・ 30日

く調査面積＞

1so.99rri 

く調査員＞

士野雄費．

く調査概要 ・結果＞

熊本地旋により被：凸を受けた京Ill［地区の給水設備およ

ぴガス管の新規敷設に伴う工事立会である前述の通り

1809 ・ 1811調査と1tl時に実施された．

E 1工区は．一般県道303サ四方寄熊本線 （以下 「県

逍」） 下を供給元とする条合水岱：新設工事に伴う掘削であ

る，調査区周辺はII{｛和50年代まで教脊学部附属小学校

（以下「小学校」）III入IIだったことから柑当程度の削平

を想定 していたが，小学校巡動場東擁墜撤去後J.05X 

1.08mを掘削したところ．県迫脇の歩迫舗装而とほぼ1叶

じ邸さの構内地表下l.9mでごく僅かに地山を確認した

ほかはすべて現代掘方に占められていた．構内地表下2.3

mで既設給水管を確認し．給水竹掘方内を構内地表 F2.5

mまで掘削したが辿構 ・辿物は確認されなかった．以上

の成果により．1809E 21又束端までの区間は恨重な］？li

を指示した．

E 6J一頂．区は．IFI燃料41111からポイラー室に至る6.95x0.5 

mを地表下0.7mまで掘i'ilJした．i相i側2.2mまで地表下0.46

mで地山を確認し．白粘上を埋土とする掘方を確認した

が．以北は現代埋土内におさまり遺構 ・造物は確認され

なかった．

C l工区は教育学部附屈中学校 （以下 「中学校」） 構

内追路南側である． Cにl：区①は．h＇1tl→J..J道路を横浙する
ように12.78X 0.6 rnを地表下0.8m掘削した．ガス狩の供

給元は中学校正l"J外のTli道にある ため． ．l［I"l束OIllを

10.99X0.8m南に分岐して掘j'jljした．西端は．中学校プー

ルヘ給水するため．緑地部分の東端1.75X 1.6mを緑地か

らの地表下2.0m掘削し．地表下1.72mで近世j111土を確認

した 中学校正門周辺は地表下0.3~0.6mで地l.l」を確認

し中学校構内道路のほぼ中央から西側にかけて近Ill:1h!

方を確認した．

Cl工区①から北へ向かう中学校梢内逍路両端．中学

校校l"lから小学校）§{外遊技場横にかけての掘削がC l~ ェ

区②である．中学校構内追路東側は給水管とガス行を併

第Il翠調査の記録
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設するため 1m幅 l虹側は給水)・・,:(/）み敷設するため0.8

m輻をそれぞれ地」ぐF0.8m掘削した地表下0.25-0.35

mで逍物包含）f1を確認し．竪穴建物 ・丸山 ・桝状石梢 ．

溝 • 土坑な ど多数の辿ti/t ． 辿物を確訟した．

小学校校舎A1如りから北側がC2 1..lざである． Cl 1: 
Ii同様束側が111¥幅西側は0.8111IP/ii. いずれも地衣

下O.Smの掘削である．現代掘方に切られるなど追存状

況は良好でなかったが地表下0.25~0.:35mで追物包含

/1'1 を確認し．竪穴建物・溝 • 土坑・此物11,1土状況など多

数の逍構・追物を確認した．

W3こL区は． 1809W 2エ区から中学校校舎東入口j)ijを

経て中学校構内逍路に弔る部分のihi]＇iljである．W2こlこlX;

から中学校校令束入口までは． 0.7111I~間を地表下0.51111~1\

削したが現代JII!-t内におさまり辿跡は確認されなかっ

た中学校校舎束人口から中学校構l)道路までの区11:]は．

0.8m幅を地表下0.8111掘削した．中学校校舎に近いとこ

ろでは地表下0.62111で現代建物基礎を確認したが東側

では地表下OA5m付近から逍物包含J¥‘1を確認し．竪穴姓

物 ・土坑 ・焼」：などの虹構と辿物を確泌した．

写真164

写真165

―ヽ
;.. -~. 

C 1工区調査区近景（南よ り）

C 1エ区②桝状石積検出状況（南より）
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写真166

写真167

写真168

C2エ区①竪穴建物内過物出土状況 （北西より）
ヽ•｀- .し-—-·.

C2エ区②逍物出土状況 （西より）

W3エ区①焼土検出状況 （北よIJ)

- ,—r-

6.（京町）ライフライン災害復旧（給水設備等敷

設） II期工事に伴う立会調査 (1811)

く調査期間＞

20 l 3:f:f 7) J 2'.l 11. 

く調査面柏＞

676.llni 

く調査員＞

」：野雄n.

8H 6~91:1． I I JI 13n 

第Il章 謡査の記録



く調査概要 ・結果＞

熊本地媒により被宮を受けた以lII［地区の給水 ・ガス設

伽の新規敷役に伴う こいji．吃会 である． 前述の辿り．

1809 ・ 1810,U,',1:ftと同時に実施された．

E 4エ区は．1802調査後に史新された配管の敷設状況

確認のため．教有学部附屈小学校 （以下 「小学校」）校

舎A棟南の1.54X l.2mを地表 ドO.Sm掘j'jljした．現代JII!.

土内におさまり辿構 ・逍物は確認、されなかった．

E3エ区は．小学校管理棟南のロータ リーから教ff学

部附属l|I学校（以下「中学校」） ，t1，Ii内逍路下の新設虻符

までを繋ぐT事である． 41.79x0.6mを地表下0.5mmli'il]

し小学校柑外遊技場のI村付近から地表下0.32mで溝 ・

竪穴建物跡 ・ピットなどを確認した．

C 1エIX．．は．中学校プールヘ給水するための工事であ

る． 1810C I」；区洒端の深掘り箇所を起点に緑地l)、l(}

10.45 X 0.7mを地表下0.5m掘削 したが現代埋土内にお

さまり逍構・辿物は確認されなかった．

なお1809・ 1810調査を含めた中学校構内道路の舗装や

り替えは当淵禿に含まれていたが．路I~を掘 iりll し ないこ

とを確，i忍したため柏重な工-'liを指示した，

写真169 E 3エ区調査区近最（束よ り）

写真170 E 3エ区溝完堀状況（北より）
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II -6 新南部地区 （図8参照）

1.（新南部） 薬学部管理棟新営 その他工事 に伴う

立会調査 (1822)

く調査期間＞

2018年12fl12 ・ Lil ・ 19 ・ 25日． 2019年1月16・ 23-

25 ・ 281」. 2月4.11 

く調査面和＞

82.97面

く調査員＞

士野雄i't

く調査概要 ・結果＞

新南部地区における薬学部管理棟の新営に伴う工事立

会である． 2017年度に撤去された111)JIl上舎跡と一部前

なっている．沿ヤ許に先立ち．教脊学部1所管：の収納舎 ・I此

夫舎 ・畜令 ・堆肥舎 ・温室およひ湘揺{.機械室の解体と．

九屯所有物件を除く逍柱およぴ支綿を撒去する ことと な

り．追跡への影押が予想されたため立会を尖施する こと

となった

地上部分(})撤去作業中に濫室機械3鉗Iiの給水管が破り1

し． 温室機械洛西側の緊急工事が必要となったことから．

既設給水1.. ］：への」1；水栓設骰工事立会を先行して実施した．

① は温室横械至の西2.0m地点を0.25X0.5m掘削した．

地表下0.3mで逍物包含陪を確認し．給水管および掘方

を確認 した ②は0.35X 0.67mを掘削 した地表下0.3m

で辿物包含！1,りを確認 し．給水竹および拙方を確認した．

③は0.9X0.7mを掘Ilillした地表下0.3mで辿物包含ll"1を

確認、し．給水竹掘方を確認した．給水行は掘方内から地

表下0.4111で確認 し．地表下0.45mで1柑1}方底部に至る．'-

こで11.,．水栓を設ittすることとなり作繁空間確保のため

調介区東端を0.:3X0.3m,地表下0.6n1!l1!削したが辿物は

出土 しなかった，

収納令は），い礎周りの外側を0.8~l.Om幅で掘削した．

基礎東側および北側では地表下0.36111. 西側では地表l:

0.2mで基礎下の捨てコンを確認した．いずれも現代雌

七内におさまる．現地での協議の結果，煎機を用いて引

き上げればhIi)＇illを伴わず撤去できる ことを確認したため，

南側は掘l'ill せず残りの作業については•l丸屯な工事を指示

したこの結果を受け．他の建物についてはまず数か所

を掘削してJi|！設状況を確認してみることとした．

農夫舎周り①は0.8X1.Qmを掘削した地表下O.lmで

0.2m幅の店礎下部を確認した． I此夫令）月り② は0.8X 1.2 

mを掘）＇illした地表下0.2mで0.2mlP/,¥の基礎下部を確認．

した．J此夫舎周り③は0.8xl.Omを伽削 した地表下0.2

第II迂調査の記録
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mで0.2m幅の非礎下部を確認した．いずれも現代且l！土

内におさ まる．以」．．の結果から．韮機をJIlいて引き上げ

れば拙削なく撤去できる ことを確認し．残りの作業につ

いては柏重に工事する よう指示した．

裕舎周り ①は0.8x0.95mを掘削した地表下0.2m...,..

0.05111幅の基礎I‘.ff|1を確認｛した現代JりlI・. jl;Jにおさまる．

T行令｝hlり②は0.8X l.l Illを掘削した 地汰下0.2mで包含

陪を確認し．0.2m1Pli¥の基礎掘方を確詔 した．捌方内か

ら地表下0.3mで捨てコンを確認した．畜舎周り ③は0.8

x I.Omを掘削した地表 ド0.08mで5Clll庫関の基礎下部を

確認し．地表下0.3mで捨てコンを確認した現代埋土

内におさ まる． 現地での協議の結呆．拾てコンは残illし

て良いというこ とになり，重機を用いて引 き上げれば掘

tillなく 撤去できるこ とを確認し． 残りの作業については

t'ilT［に工事するよう指示した．

堆肥舎周 りはO.Gx0.56mを掘削した地表下0.42mで

地1J)を確認し．0.]5mlPI,¥の基礎掘方およぴ拾てコンを確

i認した．現地での協議の結呆．東側の地下ピッ トは捨て

コン と同 レペルで破砕，下位は残骰し．捨てコンは残1iIt

して良いとい うこ とになり．重機をJ|.1いてり1き上げれげ

掘削なく撤去できることを確認し．残りの作槃につい--

は1l'!!T1：に工事するよう指示した．

温坐周り①は0.8X 1.2111を掘削した 地.}f:.f0.2mで辿

物包含陪を確認し， 0.15111幅の基礎掘方を確認した．オ糾

図8 新南部地区における調歪地点配四図 (1/1000)

)i1}、lからは地表 l-"0.37mで捨てコン を確認した．温室周

り②は0.6x0.6mを枷削した 地表下0.22mで地山を確

認し．0.3m輻のj糾礎掘方を確認 した．掘）i内から地表

下0.42mで捨てコンを確認した． i址塞周り ③は0.8xo.6 

Illを掘削した地表下0.27mで暗褐色土を確認した地

表 ド0.3mから土岱出を 出土 し．逍構j』は．である可能性

が生じた．基礎掘方は0.2mlll晶を確認し． JhlI方埋土内か

ら地表下0.42mで捨てコンを確認した現地での協議の

結果．拾てコンは残i悦して良いということになり ．重機

をll]いて掘削を伴わず引き上げ撤去ができる ことを確認

し ． 残 り の作業については•慎重に工事す る よう指示した ．

混室機械察Ililりは0.8xO.Smを掘Ilillした地表下0.3m

で諷含府を確認し， 0.4m輻の掘方を確認、したが．煎機

により 基礎の引 き上げができたため．残りの作業につい

―'咋'1重に工事するよう指示した．

股夫舎解（木後．｝此夫令東南隅にある1虹設l|→→水栓の埋設

状況を確認するため0.3x0.3mを掘l'il]し．地表下0.18m

で給水管を確認した 地表下0.2mまで拙削したが．視

代埋上内におさ まり辿構 ・逍物は確認されなかった．

叩脳①は2.0x2.0mを掘削した地表 i-:D.3mで包含附

を確認し．根枷およぴ掘方 ・既設配管および掘方を確認

した．掘方内を地表下0.5mまで掘削し．結索金具を硲

II'I．分離した後．逍柱を引き上げ撤去した．辿梢 ．逍物

は確認されなかった．
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屯柱①支線はl.8Xl.8mを掘削した地表 l-'0.2mで包

含）I`,1を確認し．支線）,1/JIHIに0.5x0.7mの札II力を確認した．

掘方内を地表下l.lmまで掘削したが まだ下に続くた

め地表下0.5mで鉗l・-索を切断．以下を残irtした．逍構 ・

逍物は確認されなかった．

叫 l:②は1.3X J.8mを掘削した地表下0.2mで根枷お

よぴ掘方を確認し．掘）jj}、]を地表下0.:36mまで掘削し，

結索金具を露11,1・分離した後．湿柱を引き」．．げ撤去した．

現代Jl|！土内におさまり辿跡への影評はなかった．

叫主③は1.8X 1.7111を掘削した根枷は斜めに埋附し

てあり上端は地表にU6出しており．下端は地表下0.6

mで確認した地表下0.l5mで根枷の中心と軍柱とがモ

ルタル1妥滸されており ．そのまま引き上げ撤去した現

代JII!：I→．内におさまり辿跡への影評はなかった．

新・i的管理棟建設箇所は．6.0x9.6mを口のLi,;ik．長辺

1.0m輻短辺1.3m幅地表下0.65mまでを掘削した．

北側では地表下0.22~0.37mで近冊包含｝1，1．地表下0.37

~0.<17111で地山を確認．し．溝 ・ピット ・lこI粘上分布など

]9，:干の逍梱を確認した．束側では地表下0.:3mで古代包

含／i,i．地表下0.52mで地山を確認し． ピットを確認した．

!iiilllでは．東側 lmほどまでは地表下0.3mで古代包含屈

地表下0.5mで地111を確認したが 以西では地表下0.56~

0.65mまで現代埋--Iこ．下位は地山であった． ピッ ト数基

を確認した．直側では0.57~0.Gmで地1l1を確認しピッ

トを確認した．

祈‘i的管理棟建設箇所の掘削後．建物に付随する地下

ピッ ト・洗い場・松透桝の設i府予定箇所のうち．掘削0)

浅い地下ピット部分9拉輝：に工事することとし．洗い場

と没透桝の掘削について立会を実施した．

洗い場は0.85X2.IImを地表下0.56m掘削したが現代

J.111 I：内におさ まり逍構・辿物は確認されなかった．

松透桝①はl.OxI.Omを掘削した地表下0.65mで地

由を確認し．地表下0.9111まで掘削したが逍構 ・辿物は

確認されなかった．

訟透桝②は1.1X 1.0111を掘j'jljした地表下0.57mで地

1 11 を確認し． 地衷l••(）．9m まで掘削したが辿構・逍物は

確認されなかった．

松透桝③は1.0x I.Omを掘削した地表下0.9mまで掘

削したが現代月I!--I：内におさまり辿構 ・辿物は確認され

なかった．

写真171 調査区近景（西より）

写真172 収納舎東槌際掘削完了状況 （北より）

写真173 温室壁際③迫物出土状況 （西より）

、.r1

写真174 新営管理棟設四箇所M1~M4検出状況（東より）

7{丸 A烹マ、石... 

第1J迂詞査の記緑
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写真175 新営管理棟設岡箇所 M1完掘 • M2検出状況 （北より）

2.（新南部） 薬学部管理棟新営電気設備工事に伴

う立会調査 (1824)

く調査期間＞

2019'.if l)-12811 

く調査面積＞

2.93面

く調査員＞

士野雄翡

く調査概要・結果＞

祈南部地区に新党される薬学・t.lVi・罪ll棟に付随する．iじ

気設f4ii工事に伴ういl~立会である．接地枠打込み箇所を

し．祖柱およぴよ線敷設箇所をそれぞれ窒③とした．

①は当初．管理棟西側に1.0x 5.0m. J也表 F0.75mを

掘l~ljする予定となっていたが現地での協議の結果．新

党竹理棟の基礎掘方内に打込むよう変巫されたこのた

め．掘削はi，雑礎掘方1)、]南西隅の0.2X 0.2rn ・深さ0.2mを

5箇所掘るだけで済んだ．南辺の3箇所は地II I. 西辺の

2箇所は現代掘）i内を掘削している追物は出土してい

ない

②の屯柱部分は．払礎掘方の北をJ.75X J.52rnの範囲

で掘削した．i!__l:jOIllの一部は1822屯柱②掘方と重なる．現

代J!I!•土中の地表下0.45m で鉄行を確認したためその深 さ

で根枷を据えることとなり．遁柱本体部分はオーガによ

る機械掘削であったため．掘削埋土の確泌により迎跡へ

の影特の有無を判断することとした．0.2m下位より褐

色粘夜［上．0.7m下位より黄褐色弛粘質」：を確認した．

1.7m下位まで4』11削 したが辿物は1111；せず．辿跡への影

押はないと判断した．

③〉は0.7x 1.2111 HI！削した． 18221H収納令J騒礎周り掘）j

と重なる地表―F0.55mで近世包含h"'I.J也表下0.65mで

地山を確認した．辿構は確認されなかった．碍子ととも

に七師器が数点II,11̂．している．

第I1音調査の記録

写真176 R@網査区近景 （南より）

写真177 ②鉄管検出状況 （西よ り）

3. （新南部） 薬学部管理棟新営機械設備工事に伴

う立会調査 (1828)

く調査期間＞

20181,ド2月20・ 211」

く調査面稲＞

3L99ni 

く調査員＞

上野雄i't.

く調査概要・結果＞

1822地．1位謡喩後に新設された薬学部竹屯I[棟への給排水

配狩設ii‘i,に伴う ―l?li立会である．IIII悶火舎南束1褪にあっ

た1l-.水栓と．新‘防建物の南に新設される洗い場へ給水行

を接統する①．、新‘i:1・洗い楊から既設洗い場までの排水竹

を敷設する②．既設洗い場からの排水秤を敷設する③>c.

既設洗い場の配秤JI|！設状況を確認する(5)に分かれる．

1822地点調化時に確認したlnJ此夫令lti束脇(/)止水栓を

起点とするTは．0．5xl.9mを北へ掘削 した後西へ折
れて0.5x24m．迩中］Om地点で5.3rn1tiへ分岐しつつ地

衣下0.4m掘削した．辿物包含培を確訛．したのは起点付

近から地表l・-0.3mで 分岐部分の1f-i‘ド分から地表下0.4



mで． l!Ii端から地表1‘.0.3mでの3箇所にとどまり．人

半は現代迎土内におさまった．

2)は．新設洗い楊から既設洗い場までの5.9lm1:l.I!1]だが．

すぺて新営薬学部竹狸棟のJ出礎掘方内である．

③は．新営建物の西ill]を辿る③ a. 1822，鈍在地．I'［i.の公

近桝① ・②を繋ぐ③ bとに分かれる． ③aはJ822』i，1.1t地

•I•I'［の新悩建物掘方と In収納令J阻促周り掘方の間 を0.5 x

8.0m.③ bは0.5x 4.lmをそれぞれ地表下0.5111掘削した

がいずれも現代埋土内におさまった．

(.!Jは．1822浸透併② と一般県逍145号漸I.El熊本線に接

する既設汚水桝とを繋ぐi翻IJである新営建物と 1;•行す

る① nは．0.7X5.5mを地表下0.6111掘削した．大半がIEI

)JILi．．令跡と．重なり辿存状況は良好でなかったが．匝lllll2.5

mから地表下0.38mで近Ill：埋上．地表下0.46~0.6mで地

山を確認した．東側からは地表 F0.44111で地山を確忍し

た．① a棗端から汚水桝までの④ bは． 0.5X2.5mを地

表下0.7~0.Sm掘削した地表下0.54mで地Illを確認し

中央付近から溝とみられる辿梢を確認した．

⑤は2箇所を掘iillした ⑤ aは既設洗い楊の叫を0.5

x2.3m掘削したが地表-I.-0.52mまで旧収納舎晶礎下の

栄石が続いており確認できなかったため．束側の1822調

写真178 調査区近景（東より）

写真179 ①a起点付近土府断面 （東より）

：F -．．． 咲＇；
呵：．.. 
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査地点の泌透桝③南l協を0.5Xl.2m掘削し．地表下0.18

mで給水竹を確認した （⑤b)．現代皿土l人1におさまり

逍粉への影郭はない

写真180 ④b土密断面接写 （東よ り）

ゥ
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IIー 7 渡鹿地区 （IBI 9参照）

1. （渡鹿）北側道路後退に伴う擁壁改修工事に伴

う立会調査 (1801)

く調査期間＞

201 81r 4 } l 5「I, 20191「3ll 12~15日

く調査面和＞

39.51 rrl 

く調査員＞

士野雄此

く調査概要・ 結果＞

渡鹿グラウンドに北接する，iii追の拡幅に際し， 支1月．

i囮となる樹木およぴ擁墜の撤去に伴う 丁事立会である．

側を①．束fllilを② とした．

①は樹木i}ii)1[lを1.9x 7.25mihll削 した．調介区東端から

地表下0.58mで近 IIt包含9惰を確認したが．大半は地K下

0.7mでf伯認した近代硬化({iiと． J也衣下l.Omで確認した

近世硬化而とに占められていた近代硬化而の辿(i・・状況

はイ汀良だったが近llt硬化面iは良好に辿イ［・しており ．逍1,＇1i

保設のためそれ以上の掘i'illを迎けることに した． 樹木の

両恨lll.5x l.0mをそれぞれ地・表 ドl.0mまで掘削し．撤去

を試みたところ． 作業の過程で擁陪に接する付近．2.0

Xl.3m.深さ0.53111の半円形を閑する抜取り痕がl|：．じた．

擁墜の手前0.3mは掘方且i［土であったが．抜取り痕0)底

部東側に近 I It/i見化而を認めたほか． i旧艇 において地・表 1`•

l. lm で古代此物但含陪 ． 地表 1 ‘• I.4m で 1陪褐色粘質 1 ： を

確認した．j立初に確認した硬化1iiと．抜取り痕底部で確

認した硬化而とには約0.5mの心jiiti約があり．硬化lhiは

複数枚存在している可能件がある． lli迫沿いの挑岐はJi

横を）jjいて手前から撤去を試み．廿1!i'ilJなく撤去できた．

②は4.6X<!.8111を掘削した． ,1,¥J11: Iえ南東I判で汚水狩掘

）j.西側で現代掘）jと前なり ．視擁陪の南0.7mから地

写真181 ①近世硬化面検出状況 （南より）

第II章 調査の記録

｝ぐl‘.0.2mで近代側汁＇，＇．および硬化而が広がる．近代ilIl溝

の．ItiIlllからは地表下0.39mで近世包含11'71を確認した．地

表 ,--o.52m付近で確認したII名褐色粘質上は．①の時点で

は地,11とみなしていたが地表下0.72m付近で縄文土器

片をi‘ドう集石を検出し．縄文時代の辿物包含妍だと確認

した．J也表 I‘.l.0mで確認した黒褐色強粘質士はいわゆ

るニガ l：である．撤去後に樹木下を梢究したが辿構 ・逍

物は確認されなかった．

写呉182 ①抜取り痕内西槌士府断面 （東より）

②南壁土歴断面（北より）

写真184 ②集石検出状況 （南より）



55 

図9 渡鹿地区における訓査地点配置図 (1/2000) 
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I[ -8 渡鹿地区（宿舎） 億llO参照）

1. （渡鹿2)屋外ガス管更新工事に伴う立会調査

(1817) 

く調査期間＞

2018年11月6日～維続I|I

く調査面栢＞

177.551廿

く調査員＞

lllllifケン1拗次郎．

く調査概要・結果＞

渡｝應宿舎のガス管の位1n把拙と更新方法確認に伴う立
会湖:ftを実施した後に尖施する予定のガス竹災浙のた

めの試掘的調査であり、近路際から宿舎I9、1車道部分にあ

たる1N北約70mの掘削予定地に対し．購義業者と 1仙揺し

3カ所について試掘をおこなった．北から l~ 3トレン

チと仮称する．

lトレンチは宿舎 3サ棟の南東角から南へl.5m.東

ヘ8.6mに位骰 し．東西l.2m. 南北3.6mの範囲を前機と

人力によって掘削した． ［il'lりとするガス管は訊l介区南側

の地表下1.lm で発見した．掘削はすべて現代J」I [ 」 ••1村に

おさま ったが調介区北側では地表下30cmで粘性がやや

強いj胆物を含まない黒褐色土が検II'1された．また．地』<

下60c111では粘質が強く火山廿I米と考えられる黄褐色粘質

土が検出されている．

2トレンチは術舎1号棟の東側にある駐輪楊南東角カ

ら束へ2.9111の位iftし．東西lm．南北1.7mの範囲を掘削

した．ガス行の掘方埋土が地表l:;40cmで検出できそ

の掘方どIじl：内のみを掘削したところ，目的とするガス竹

を地表 F75cmで発見できた．

3トレンチは渡鹿団地の車追と接する入り lコ付近で．

東西］．25m.南北2.1mの範叫を掘l'illした．目的のガス管

は地表下0.75mで検出された．ガス竹掘方周囲には混じ

り気のないlIi刊褐色土が地表下30cmで検出されており． ト

レンチ1で検IIIした黙褐色土と殺i似するが．逍物などは

出土せずその性格は不明である，いずれのト レンチでも

辿梱．遺物は検出されなかった．

第II老調査の記録



56 

図10 渡鹿地区 （宿舎）における調査地点配圏固 (1/1000)
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写真185 トレンチ 1重機掘削作業風景（南より）

｝ 

写真187 トレンチ 1黄褐色土層検出レペル （西より）

写真186 トレンチ 1掘削状況 （南よ り）

第JI迂調査の記録
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写兵189 トレンチ3遠最（北より）

写呉190 トレンチ3掘削状況（南よ り）

·•・

第I1登頴査の記録





哩蔵文化財調究センターは．1994年より実施している

構内辿跡の調究成米やその重炭性について．如ll：教育で

の活JT1をli的とし． ）1を示などのi/j動を通じて大学内外に
発信している．

本センターでは， 1前年度に実施した調究成朱を速報展

として公l}りしており． 201.8年度は本］［北地1x:での調査成

果を中心とした）1を示を企画した．

このほか オープンキャンパスやホームカ ミングデー，

授業協力などをとおして．調ィt成呆の公I}｝Pli業を1iiliiiiし
た．

1.速報展示 「発掘されたメインストリート！』

く開催期間＞

2018イドl2月3 日～20l9月4 月:30II 

く開催場所＞

埋蔵文化財調ィtセンター展示屯
＜概要＞

昨年1文．本荘北地区大学附属病院にて実施した発掘調

査では，11:1日向往遥が発見された平地にあり ながら

「切通し」という」：を掘って一段低くした溝造をしてお

り．展示では校型を使って朋説した．

このほか江戸時代の森らしが分かる生活追！しや． 附

属病院の前身である県立熊本茄院のころの辿物．当敷地

内の辿跡としては七要な時期である奈良 • 平安時代の逍

物もfii：せて展示した．

耕l1llilujIill中は．舒：内外から約200名の参加があった．

く掲載記事・報道＞

20]8年12月4日 熊本日日新llH 24而

写真191 速報展示 展示説明会実施状況
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2.広島大学総合博物館企画展への協力

広島大学総合1膨｝物館第13@企画）Jと「大学とJllli磁文化財

～キャンパスの逍跡 • 発見された文化財の魅力～」

1期

日時：20]8年11月7Ll（水） ～11月12[1（月）

場所：東ll、•1:し芸術文化ホールくらら市民ギャラリー

2期

「1時：20l8年11月16LI（金） ～12H 15日 （土）

場所：東広島市出土文化財管理センター展示至

［主11lill公1,．9)大学総合1'，り物館

［共催］東広島教育委員会 （出土文化財管理七ンター）

【協力】．IKiili:道大学J肌蔵文化財諜l介センター．束北大学

埋蔵文化ll4調査室．東）it•大学埋蔵文化財調査遥金沢大

学埋蔵文化財調査七ンター．京都大学文化財稔合研究セ

ンター．大阪大学埋蔵文化財謂介寇．岡山大学Jlj［蔵文化

財調和i)|：究センター．島根大学総合随物館， l．ll「l大学埋

蔵文化財1ft料館．愛媛大学埋蔵文化財調査奎．徳島大学

埋蔵文化財調査室．九州大学埋蔵文化財調究座．熊本大

学埋蔵文化財調査センター．鹿児島大学埋蔵文化財調壺

センター．広島大学文学研究科考古学研究至．｝公鳩大学

牧殷学プロジェクト研究七ンター．平II I {1|；夫美術館

広島大洋総合栂物館による上記の企画展において．熊

本大学埋蔵文化財調？tセンターでは．本企画の11化f・ヘ熊

本大学の構内逍跡の紹介と本センター所屈教具の研究

テーマについて寄松した．

3. オープンキャンパス2018

く開催期間＞

2018年8月4日 （土） 9: 00~16: 30 

く開催場所＞

埋蔵文化財調査センター展示完

＜概要＞

師年1}ilii［される．熊本大学を紹介するオープンキャン

パスでは．,:匂校生や保股者に埋蔵文化財調究センターを

|｝[1放 し．構内遣跡と，i吐成果 ・文化財保活動の様子を紹

介した．26名の来訪があった．

第1I1荘 文化財活用活動の記録
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写真192 オープンキャンバス 展示説明の様子 写真195 ホームカミ ングデー展示説明の様子

4.ホームカミングデー

く開催期間＞

2018:iドIl月4「I(II) 13 : 30~ 15 : 00 

く開催場所＞

黒厖It.iキャンパス．埋蔵文化財謀l壺七ンター艇示室

＜概要＞

熊本大学の卒業生を/:J：校に迎えるホームカミングデー

では．！！．！北と南キャ ンパスの4つの・i:.要調介地点を巡り．

埋蔵文化財調査センターで展示を，！謬しいただいた］6名

の参加者があった．

写真193 遺掠巡りでの追跡説明の様子

写真194 追跡巡り での遥跡説明の様子

＜ 
..c. 

~
 

I
 

5. RKK取材対応「電停名を掘る！」

く開催期問＞

2018年6月2711（水）

く開催場所＞

J!I［蔵文化財湖任センター展9和伍

＜概要＞

RKK（熊本放送）の地l[1i(/）由来を探る徘組で九品

寺駅(/)名前のIlI来についてJ収材を受けた．本庄遺跡 （附

属大学1西院）では．「）L品寺」の名の由来を示す11f能性

のある刻柑土器が1|＼七していること を紹介した．

2018年7月9II （月）午後3時放込 「ウエルカム」

コーナー名 「ココ掘れ！エゴシ」のテーマ名 「屯停名を

掘る！ 」にて放送．

写真196 取材の様子
... 

第m章文化財活用活動の記録



6 授業協力

構内辿跡と文化財保護の説lリl.J足示の見学なと'.

・ 2018り"4月2611

」-.111J叫恵子先生 （教育学部） 学生4名

・ 2018年7月）on
木 l汀;',}子先生 （文学部） 学生約40名

・ 2018イf7月11l I 

寓綽脊夫先生（教ff学部） 学生20名

・ 2018年11月2l1 

小畑弘已先生 （文学部） 学生28名

・ 2018年12月5II 

小灯II弘己先生 （文学部考古学研究室） 学生16名

写真197 遺物整理作業の見学
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写真198 構内遺跡と展示の説明

第1ll荘 文化財活用活動の記録
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I Summary|  

In current year. we c.u-ricd out investigations of buried cultural 
propenies accompanied with reconstruction work sequentially and 
⑳ )cd with the normal facilities maintenance ofじniversity.too. 
The nllmber of investigation~ in the current year excavation,ire 3. 
presence inves1im11ions are :111. 
Jn Kurokami south area. we supplemented the lack of the 
invcsrigmion for the rebuilding of Architec1ure ;ind Building 
Engineering i¥o.l (1815 excavation SJ}Ot). Like last year. we found 
a pil dwelling and some pit~ of J¥nciem times. a big ditch and the 
brick building basics o(modern period. 
In Kyomachi area. we carried out presence i11vcstigalio11 during 
血 updatework of the lifeline. and found structural remaius :ind 
relics of Yayoi period. Anciem times. early modern pe1iod. 111（池crn
period (1809 ・.1810 ・ 1811 excavation spot). These slrucl11ral 
remains of early modern period and modern period have few 
accompanying relics. we have to consider the excavation result 
i11 tJ1e fucure. Bui we think 1ilc~t cxcava1io11 result is useful for 
reconstruction (If history in l{yo111achid,1i. A.t the 1807 investigation 
spot. in connection with repair work of a swimming pool. we didn't 
伽 Islrnctural remains and relics of Ancient 1irncs. but w~ ratified 
1hat Kyoumadti ;1rca was loc,11cd on Ll1e lop of slight highl;inds. 
恥causeof the i;ituation about m11ural solid. ;¥n<l we could J.,'<Jl the 
恥lpfulinformation for the distribution and dcploymcm of remains. 
In l!onjo nonh area. we performed excm・ation in conru.:ctinn 
with the demolition construction of the old,¥dministration 
Uuilding and old Outμalient Examination and Clinical Rじsearch
Building which we carried out as the redevelopment work in the 
じniversityI lospital irom last year (1708 ex{.:avmion spotl. :¥t the 
exca¥'ation spot in connection with the demolition construction 
of old Outpatient Examination and Clinical lksearch Building. 
wc cxcavated Ihc conlinuaIlCじof1he streじtrui118 tl1ought 10 be 
the old srrcct o「・1lyuga Oukan・・ street that we confirmed in last 
year. This result is expected when helpful lo rcs1ore the ;1spじし'Iof 
Kumamoto Castle downtown area in the early modern period. 
In Shinnabe area. we carried out presence in\·e~tigation in 
connection with construction of,'¥clministralion Building belong to 
the School of Pharmacy and other works (1822 cxc,1varion spot). 
The full-scale investigation in this area is since ::!017. There ¥¥"ere 
not much detcc1ions of struciural remains and relics. but it was at 
1hc g<xid opportunity LO i:rasp an underground aspect of this area. 
111 addition. lhc structure remains of J¥,[odcrn period were 
confirmed at each investigation point. In Oc area. al the 
invcsti:,:ation spot in connection with the cons1ruc1ion of industrial 
innovation laboratory and 01hcr works (18()(i. j813 excaImi(）11 
spot). ¥¥'e found the brick building basics and the concrete 
basics. It is assumed to be the building b,1sics in the I<uman1oto 
Pharmacy Tech11ical school ti11H•s. 
:¥1 the investigation spot. i11 connec;tio11 with repair work of 
a swimming pc){)I in Kyomachi area.. -¥rchitccture and Building 
Engineering J¥o.l in Kurokamiヽ 1utharea. in connccLion with dじ
root work of the trees in Kurokami north arc;¥ (1829 presence 
investigation spot}. we found brick structure :md building b:1sics. 
tCJ(), 

In current year. the work in connection with the restora1ion of 
l!1(• earlhquakc (lisasler was almoSl Onishcd. I I()\\•C\.er. thc (）thcr 
111,1i111enance work is still co11ti1111cd. 
I want to,1c1 for get understanding and tlic coopcr:itio11 of 
rcl;1【cdorganizations and want t(）しryfor sm(Xnh promorio11 of the 
rcdevelopment work of our univcrsiry and thl'protcnion acti1・ity 
(）f r心erveburiじdcultural propじrtiesin futurじ

Summary 
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パ寸篇1 2018年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織 I 
1. 熊本大学埋蔵文化財調査センター規則 (H29.4.l~)

（趣旨）

第1条 この規則は．熊本大学学Wl（平成16年4月1lllill定）第9条第2項の規定に基づき．熊本大学埋蔵文化財調1t
七ンター（以下 「七ンター」という．）に関し必要な事項を定める．

（設in1§1 nり）
第2条 センタ ーは．熊本大学（以下 「本学」という．）に所在する追跡を発掘瀾在する とと もに． 111土した埋蔵文化

財を氾録．研究．i詔｛汲ぴ活用しもって本学の教育研究に省与することを目的とする．
業務）

姶3条 七ンタ ーは．次に掲げる菜務を行う．

(I) )阻蔵文化財調査の実施，汁11fij(/）立案及び実施に関すること．

(2) /1 1 上した埋蔵文化財の閉紅I ！ ・ 研究．保管及ぴ1依存に l~Iすること．

(3) 文化1が等に提出する報佑・-11}：の作成に関すること．

(4) その他センターの[I(1り を述成するために必要な ’li•項

（職U)

第4条 センターに．次に掲げる職liを置く．

(!) センター長

(2) 1.1/if：教以

(3) その他必要な職以

（センターlと）

第5条 センター長の選考は．本学の琳任の教授のうちから．第7条に規定する委具会の推成に）占づき．学長がおこか

う．

2 センターlをはセンターの業務を掌理する．

3 七ンター1もの任期は．2年とし再任を妨げない．

4 センター・長に欠員が生じたJ劫合の補欠のセンター長の任期は前）直の規定にかかわらず． )iii任者の残任期間とする．

（専任教員）

第6条 ,,1/任教貝の選考は熊本大学学内共同教11研究施設等の人事等に関する委貝会の議に基づき．学長がおこなう．
2 Wlf:教具の選考に関し必要な事項は別に定める．
（委且会の設ii,1'.)

第7条 七ンターの管理巡裳に関する事項を審議するため熊本大学埋蔵文化財調査セン ター述悩委且会 （以下 「委U
会」という．）を骰＜ ．

（委員会の甜l．織）

第8条 委且会は．次に掲げる委llをも って組枇する．
(l) センター長

(2) センターの．しり任教U

(3) 文学部及ぴ教育学部から選出された教授又は准教授 各l人

¥4) 法学 i11ふ）こ学院社会文化が1 •学研究科又は大学院法＼＂冷と成研究科から選出 された教授又は准教授 1人

(5) 人学院先端科学｛jJ[究部から選/iiされた教授又は准教授 2人

(6) 大学院生命科学研究部の1災学系又は医学部附属Jii1サしから選出された教授又は准教授 l人
(7) 炉判浣生命科学研究部のi屈健学系及ぴ薬学系から選Illされた教授又は准教授 各1人
(8) 発生l応学研究所．生命ftilii研究 ・支援七ンター又はエイズ学研究センターから選出された教授又は准教授 l人

(!)) 巡営）謹t管理部施設竹理課l乏
(10) その他七ンター長が必要と i認めた者 若干人

2 1iif瑣第 3号から第8号まで及び第lO号の委具は．合社とが委載する．

3 第J項第3号から第8りまでの委且の任期は． 2年とし，再任を妨げない．

付篇 1 2018年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組描
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4 第 1 項第 3 りから第 8号までの委Uに欠貝が生じた楊合の補欠の委具の任期は． 1i1i項の規定にかかわらず． •前任者

の残任期間とする．

5 第1項第10りの委貝の任期は．学・長が委嘱の都度定めるものとし．再任を妨げない．

（委員会の甜窟li.Iii)

第9条 委且会は．セ ンターに関する次に掲げる事瑣（熊本大学学内共詞教脊研究施設等の人事等に関する委員会規則

（平成16年4月1日制定）第3条に定める事項を除く．） を甜議する．

（］） センターの業務に関すること．

(2) センター長候補者の誰應に関すること．

(3) 施設及ぴ千符に関すること，

(4) その他センターの管理述‘砧に関すること．

（委 i—.1 長）

第10条 委員会に．委員長を骰き．センター長をもって充てる．

2 委員長は．委U会を招船し．その議長と なる．

3 委員長に1i故があると きは．委員長があらかじめ指名する委員がそのll汲務を代行する．
（議事）

第11条 委員会は． 委員の過半数が11i /1，i,＇しなければ． 議 ’l~を l}｝l き ． 訊決をすることができない．

2 委員会の議？Itは．llil常した委u(/)過半数をもって決 し．IIl否 同数のと きは．議iもの決するところによる．
（、意見の聴収）

第12条 委具長は．必要があるときは．委具以外の者を委U会にll,11紺させ，・慈見をli屈く ことができる．

（事務）

第13条 センター及ぴ委員会の事務は．迎‘営基盤管理部施設企両ユニットにおいて処理する．

（雑 則）

第14条 この規則に定めるもののほか七ンターの述‘i;tに1対し必要な事Jiiは． センター長が別に定める．

I;｛す 月ll

1 この規則は．平成23年10月lllから施行する．

2 同立大学法人熊本大学埋蔵文化財調査委貝会規則(‘|;•成 l6年 4 月 l I:I制定）及び熊本大学jII!，蔵文化財祗l企室要項

（平成16年;1Jj l日制定）は，廃止する．

3 この規！！ll施行後．最初に任命されるセンター長は．第5条第 1項の規定にかかわらず．この規則により選考 され

たものとみなす．

4 この規！！ll施行後．最初に任命されるセンター長の任期は．第5条第3項の規定にかかわらず．平成25年3月31日ま

でとする．

5 この規則施行後．最初に委康される第8条節 1項第3り）文ぴ第4号の委且の任期は． I司条第3項の規定にかかわら

ず．平成25年3月31日までとする．

附則 （平成24年12月271:1規！！ll第lIl2号）

この規則は．平成25年4月1「［から施行する ．

附則 （平成27年3月1313規則第94り）

この規則は． 1；•成27年 4 月 1 1:1から施行する ．

附則 （平成28年2月51:1規則第9号）

この規則は．平成28年4月11:1から施行する ．

附則 （平成28年・3月1Fl規則第30り）

この規則は．平成28年4月11:Iから施行する ．

附 ！！IJ （平成28年9月23日）出lll第404号）

この規則は．平成28年9月23日から施行する ．

附 則 （平成29年3月3111規lll)第153け）

この規則は． ド`成29年4月11::1から施行する ．

付篇1 2018年度熊本大学埋蔵文化財保穎対策組織



2. 2018年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織

］ 埋蔵文化財調究センター組織

くセンターH>
く専任教il>

(Iji．．・ 文坪：部教授）

く技術補佐且＞ （2015年5月～）

(2017年4月～）

く事務補佐且＞（2016年4月～）

＜室内作業且＞ （2018年4月～2018年4月）

(20131,1:. 11 H ~2019イド3ll) 

(201811: IOFJ ~2019イド3H) 

2 狸蔵文化財調査センター述営委U会

伊藤 llサ彦 (2017.tl.1~) 

大坪志子

山野ケン1幼次郎

吉留 I公

士野・ uti't 

泊且lイり芙

後藤忠

井上裕美

小山正子

首藤綬子

末吉必紀

園W 料守•

培井弘子

江口路

鬼塚芙枝

委員長 伊il泰正彦 (J_llt蔵文化財；狐11t七ンターli) 1t lリI(2017.'l.1~2019.3.31) 

委員 小、f.111弘己 （文学部教授） (2017AI ~2019.3.31) 

神野雄二 （教育学部教授） {2017.'1.1 ~2019.3.31 

叫11元 （大学院法軋淡9成研究科教授） (2017.4.1 ~2019.3.31 

叩ll睛彦 （大学院先端科学研究部准教授） (2017.4.1 ~2019.3.3] 

伊東削ー・ （大学院先端「l •学研究部教授） (2017.4.1 ~2019.3.3]) 

宇術功市郎 （l辰学部1;tti絲邪I浣教授） (2017.4.1 ~2019.3.31) 

米ILI 哲也 （大学院生命科学研究部保他学系准教授） (2017.'l.l ~2019.3.31) 

杉i11i 正11lt （大学院生命科学研究部薬学系准教授） (2017.'l.J ~2019.3.31) 

11 ii嶋 IIB 1専 （生命資源研究 ・支援センター准教授） (2017.1.1 ~2019.3.31) 

松下栄司 （述営碁盤↑籾l!fli施設岱理；裸l..f:)

伊藤正彦 （肌蔵文化財似l .1tセンター 1~) (2017.4.1 ~2019.3.31) 

大坪志子 （埋蔵文化財調究七ンターリ／．｛f：教員）

山野ケン協次郎（雌蔵文化財拙l1f.センター1,I)［任教貝）

竹品議事項

2018年5月2211 議辿

1)平成30年度狸蔵文化財包蔵地における土木こl:.！）i予定一況について

2)平成30年度埋蔵文化財調査センター予鈴配分（条）について

3) jll!．1磁文化財調査七ンタ ー教且の業務の見直しについて

4)その他

報告

i)平成29年度埋蔵文化財発掘ti,ij1t結米一況について

2)平成29年度埋蔵文化財調査センター予符の支Ill尖翁'iについて

3)熊本大学1専物館機構 （仮）について

4)その他

2018年9月4l-l 議題

1) J~I ！ は紀文化財調査ヒンタ ーの教U選考の1！楼餡梢在について
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2018年9月21日 議厖

I) J!Jt蔵文化財調介七ンターの教↓し選考について

2019年 l月LlFl 議題

l) JJ|！蔵文化財池!ftセン ター長候補者推枇について

|ft篇2埋蔵文化財調査立ーン？7＿2虹3年度調査・研究活動記録 I 
［調査員l
大坪志子

＜溢文等＞

・「前，it|’：留迎跡の下類とその製作技術」『輻 ・津留辿跡」熊本県文化財，淵介報告第336集．熊本県教育委Li会．pp.305-

316. 

・「近畿 ・中国 ・四国の映状耳飾」 「先史学 ・考古学論究」＼11.龍n1考古会．pp.41-57.

・ 「熊本大学埋蔵文化財調査センター年報」 24. 熊本大学埋蔵文化財他1 1t七ンタ ー （編集 ・ 共箸 ： 大坪志子 ・ 山嬰i•ケン

陽次郎 ・吉留広 ・～1：野雄鉗）．

く科学研究•1ど＞

・「九州縄文時代後晩期における土と縄文文化の実証的研究J平成29～令禾112年度科学研究骰補助金 Jよ盤研究 (B)(/iJf 

究代表者）．

2018年7月3On~8)j24日 三万III束ll孔追跡発掘湖介

2019年3月51-1~12U 三万lI.1東/J孔追跡発掘湖ft

＜溝祈＞

・「熊本大学キャンパスの耶蔵文化財と歴史」熊杏会八代支部総会 (2018年l2月13日．八代1|i)．

くその他＞

・長崎県）J；（の辻辿跡，O,',l1t指禅委員会 (2018年12月ll| l. •L乏崎県埋蔵文化財セン タ ー ） ．

・［熊大通信Jvol.70 pp.5-6. 

.)Jf児島県西之表市二れ逍粉：出土勾 1:．．に関する所見対応 (2018年9Jl 2S 11.埋蔵文化財瀾1tセンター）．
・熊本大学オープンキャンパス2018(2018年8月4II l. 

山野ケン陽次郎

く論文等＞

・「先史琉球列島における広田上／i1式ll符の研究」 「1l1111消美と低美学ー中山梢美氏追悼論集ーJpp.169-184. 

・「先史時代におけるマ リアナ諾島のll製品」「先史学 ・名古学論究J¥U pp.'119-433. 

・「熊本大学構l}、J逍跡における陳瓦建築の考古学的調介」 「平成30年1文九州名古学会総会研究発表査料集」pp.21-30.

・「ミク ロネシアの具製民具Jfl心具マンスリ ー」51(6 ・ 7) pp.28-33. 

. r熊本大学構内辿跡発掘調査報告』111熊本大学J-り！蔵文化財謳隣センター．
・「lij,1,．↓考古入l"l-1lllり出された沖純の歴史 ・文化」沖縄考古学会 紺（担当：分担執咄 範囲：第町；t第4節 (7))

ポーダーインク．

く研究発表＞

・「先史時代における太平ぶ（西部島i具地域の貝ti禾l]Jjjの実態附IIJ]」ヤボネシアゲノム炸手研究狼会 (2019年1月23日．

北悔迫大学）．

・「熊本大学構内辿跡における煉瓦建築の名古学的必庫」平成30年J虻九州名古学会総会 (2018年11月24H.西南学院大

学）．

付篇2 埋蔵文化財網査センター2018年度調査 ・研究活動記録
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く科学研究費＞

・『先史時代におけるマリアナ諸島の貝類利用の考古学的研究』平成29～令和元年度科学研究費補助金

（研究代表者） ．

•『3~7世紀の琉球列島における人と文化の交流史研究』平成29～令和元年度科学研究費助成事業

（代表者：木下尚子）．

若手研究(B)

くその他＞

・喜界町川尻遺跡出土貝製品に関する指導(2018年9月5日～7日） ．

・熊本大学オ ー プンキャンパス2018(2018年8月4日） ．

1付篇3 埋蔵文化財調査センタ ー 2018年度新聞記事 ］ 
図11

図12

「往時の日向往還くっきり」（熊本日日新聞平成30年12月4日

「道路遺構は「日向往還」」（西日本新聞 2018年12月8日

24面転載）

23面転載）

付篇3 埋蔵文化財調査センタ
ー 2018年度新聞記事



68 

ふりがな くまもとだいがくまいぞうぶんかざいちょうさせんた一ねんぽう 25 
fu lt 名 熊本大学埋蔵文化財調4t七ンター年tIt25 
副 害 名

巻 次

シリーズ名 熊本大学埋蔵文化財淵究センター年報

シリーズ号 25 
編著 者名 伊）／如I：：彦 ・大坪志イ・ ・ 111野ケン 1:V1 次郎• 吉留 ｝上、．. -1：野l,・ii:i't
編 集機関 熊本大学埋蔵文化財晶l介センター
所 在 地 〒860-8555 熊本叫熊本市中央l糾．I.,・，炭2-39-1 TEL.096-342-3832 FAX.096-342-3832 
発行年月日 2019年3月31El 
ふりがな ふりがな コード

北緯 東経 調査期問 調査面栢 調査原因
所収逍跡名 所在地 市町村 追跡番号＂ く9 らと
U本んじ庄ム'，辿跡 g 本 県 32° 1 30n 20180402 学校敷地内

熊本 I | J. 4:3201 285 47' 42' ～ 7681.2111 の開発事業(1708地点）
菜
じょう

4T 115" 20180713 に伴う;i i : 

（ 』 本しと
黒:99髪かみ』II!［ら追跡群 熊・• • 9 II 1 I < 32° l 30° 20180607 学校敷地内

熊本市 43201 278 1t8' 43' ~ 38.17面 の開発事業
(1805」也点） くら

随 48" 112" 20190226 に伴うn.1 

; 9≫ 力嬰• I• ~ ち 熊<i も本と 県
32" 130° 20180927 学校敷地内

!！．＼ Bll遺跡群
熊木市 113201 278 48I 4 3¢ ～ 104.lni のI；り発事業

(1815地点）
h玲ヽ・・ 腐ヽ←・ 48“ 40" 20190304 に伴う

※北綽 ．束経の数値はllt界 illり地系に）よづ＜値です

所収迎跡 種 別 主な時代 主な迫構 主な辿物 特記事項

.本:人:庄、ぅ追跡
集落 :!ti: 古代 ・近1仕・近代

逍 ．竪穴建物 ・ 土師器 ・須也．器 ・掏磁

(1708地点） ピット ・溝 器 ・火打、(i・古銭 ・鉄器

黒（／）か髪I• よll l らj辿跡群
集落址 古代・近現代

竪穴建物 ・i11l1:・ピッ
:l::f:1li器・ 須忠器 ・陶磁恭

(1805地点） ト・近代建物枯礎

くろ..,.lち
竪穴建物 ・溝 ・ピッ.'．IM稔Ilir辿跡群 集落 .!JI: 古代 ・近現代 土師器 ・iii恵器・陶磁器

(l815地点） ト・近代建物晶礎

報告む抄録
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